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　別館1Ｆ

　別館2Ｆ
 メイン会場
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本館1Ｆ

○新幹線でお越しの方はコンコース南改札口を出て左へ進んで
　ください。JR 東改札口が左手に見えてきます。
○ JR でお越しの方は在来線コンコース左改札口を左へ進んで
　ください。
　ここからは同じ経路です　ここから徒歩 3 分です。
　ここからは右記の番号順にお進みください。

1. 右手にセブンイレブンが見えてきます。そのまま進んでください。
2. 東口階段が見えてきますので東口階段を降りてください。
3. 東口階段を降りると正面に【新大阪東口】と書かれたオブジェがあります
4. オブジェ左側にベンチが有りますのでベンチを右手にJR 高架を左手に真直ぐ進んでください。
5. 右手に【ビジネス新大阪】と言う賃貸マンションが見えてきます。
6. そのまま真直ぐ、左手に大阪コロナホテル入口が有ります。到着です。

大阪コロナホテル

南側階段　コロナホテル方面

受付
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プログラム
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基調講演

ワイズの原点を共に学びましょう ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンドブックの初めの 2 ページを意識共有する
　日本 YMCA 同盟会長　川本 龍資（名古屋）

2022 ～ 2023 年度西日本区理事　田上 正

主題 ：原点を知り将来に生かす
スローガン：立ち上がれワイズモットーと共に

Ⅰ　ワイズメンズクラブの 国際聖句　　
　※　YMCA のモットーが、ワイズの国際聖句として定められている　※

　『父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあなたの内にいるように、すべての人を一つにしてください。
彼らもわたしたちの内にいるようにしてください。そうすれば、世は、あなたがわたしをお遣わしになったことを、
信じるようになります。』　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新約聖書　ヨハネによる福音書 17 章 21 節

・ＹＭＣＡの正章
　赤い逆三角形に記された「SPIRIT」（精神）、「MIND」（知性）、「BODY」（身
体）は、三つが調和した全人的な人間の育成を目指すことを表しています。中央は、
開かれた聖書で、新約聖書ヨハネによる福音書 17 章 21 節「すべての人を一つ
にしてください」が示され、国家、民族、人種、宗教の隔たりを超えた YMCA
のモットーです。
　　
　→　YMCAとワイズメンズクラブは、同じ土台の上に築かれている！
YMCAとワイズの関係は、「地球と月」のような関係である（One Unitと捉える）

Ⅱ　ワイズメンズクラブの 目的　
　前　文
　『ワイズメン、ワイズメネットは一個の理想主義者であることが求められております。それには、何をおいても先
ず YMCA に対する奉仕を旨とし、YMCAとのつながりを一層深めるための方向づけや活動方針、さらには
そのための具体的プログラムの策定など、クラブがそれぞれの地にあってこれらを実現し、献身奉仕することを
心がけなければなりません。みなのものが一つとなってワイズダムの“きずな”をより堅く結び、ともどもYMCA
運動へ仕えることを願うものです。』

※ワイズ・ワイズメネットに求められる　「理想主義者」とは？※

　目　的　
１．まず第一にＹＭＣＡのためのサービスクラブとして活動する。
　→　ＹＭＣＡサービス・ユース事業	
2．その他ワイズメンにふさわしい団体を支援する。
　→　地域奉仕・環境事業
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３．市民的、国際的諸問題のただ中で、倦むことなく、一党一派に偏しない正義を追求する。　
　→　ＥＭＣ事業の「Ｃ」自己研鑽、例会
４．宗教的、市民的、経済的、社会的、国際的諸問題につき、会員達を啓発し、積極的にこれに参加連帯
させる。　
　→　ＥＭＣ事業の「Ｃ」「Ｍ」「Ｅ」
５．健全な交友関係を創り出す。　
　→　国際・交流事業、自己研鑽
６．この協会の国際、地域、区の事業を支援する。　
　→　各種献金、西日本区費

　　　　
Ⅲ　ワイズメンズクラブの モットー　
       「強い義務感を持とう　義務はすべての権利に伴う」
　― To acknowledge the duty that accompanies every light ―
※理想主義者であることを求められているワイズメンが、現実の社会生活を送る上で守っていくべき、非常に
崇高で大切な金言だと思います。このモットーを携え、「いざ立て！ワイズメン！」　世界中の YMCA・ワイズに
連なる仲間と協働し、より良い世界の実現のために努力していこうではありませんか！　

（西日本区定款第 2 条第 2 項、ワイズソング）

基調講演

大槻　信二
ハイライト表示
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西日本区現況
西日本区理事　新山兼司（京都トップス）

※　2022 年 1 月1日現在のメンバー数　1,366 人

　　2022 年にメンバー数を2,022 名にするという目標

　　1997 年の西日本区発足時	 メンバー数　1,952 人
　　2016 年　      　		  メンバー数　1,494 人（458 人減 −23.5％）
　　2020 年　　　　		  メンバー数　1,411 人（541 人減 −27.7％）
　　2021 年　　　　		  メンバー数　1,367 人（585 人減 −29.9％）
　　2022 年（1 月1日）		 メンバー数　1,366 人（586 人減 −30.0%）　

この大きな減少は将来的危機状態と、とらえなければなりません。
　西日本区ＥＭＣ事業委員会・ＥＭＣアドバイザー・ワイズ将来構想特別委員会と連携を計り2022 年のワイズ国
際 100 周年・西日本区 25 周年に向かって、皆様と共に切磋琢磨し、西日本区全域に良い風を吹かせましょう！

※　西日本区各部の動向
部 年代 クラブ数 会員数 年代 クラブ数 会員数
中　部 2002 11 168 2022 6 84
びわこ部 2002 7 193 2022 6 92
京都部 2002 16 437 2022 18 511
阪和部 2002 10 190 2022 7 106
中西部 2002 11 219 2022 7 94
六甲部 2002 8 152 2022 8 136
瀬戸山陰部 2002 6 110 2022 4 48
西中国部 2002 5 82 2022 5 60
九州部 2002 11 247 2022 17 235

計 85 1,798 計 78 1,366

クラブ内での課題

◎　ワイズメンズクラブは、将来への備えが出来ていなければならない。

◎　ワイズメンズクラブは、時代に適応しなければならない。

◎　ワイズメンズクラブは、時代に追いつかねばならない。

・変化してはいけないもの
・変化してもよいもの　　　　　　　　　変化を考えましょう！
・変化しなければならないもの

西日本区現況
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西日本区現況

1.　若い世代の会員が少ない課題
　・様 な々職業に年齢層がいることでクラブの活性化につながる。

2.　女性会員が少ない課題
　・この数年で増加はしていますが全体の約 16％です。

3.　クラブ運営の課題
　・会費の問題（若い世代や女性活躍を考えると？）
　・例会時間（メンバーの集まりやすい時間になっていますか？）
　・例会場所（主にＹＭＣＡやホテルの利用だがリモート例会の取り組みも考えては？）

※　ビジョンの策定

◎　時代が大きく変化している中で、各クラブのビジョンを改めて策定してはどうで
　　しょう。

◎　持続可能なビジョンの策定
　

・メンバー基盤強化・参加者全員が積極的にかかわる。
・適応力を高める・より大きなインパクトをもたらす。
・会員増強の成功は、クラブ全体の活力につきます！

※次年度よりメネット事業主任を廃止
西日本区メネット事業委員会という常置委員会を設置

2021-2022 年度　西日本区事業目標
ＹＭＣＡサービス・ユース献金（国際ＡＦＳ含む）

1 人あたり 2,000 円
ＹＥＳ（Y's Extension Support）献金

1 人当たり 500 円
地域奉仕活動（ＣＳ）献金

1 人当たり 1,500 円
ＲＢＭ（ロールバックマラリア）献金　

1 人あたり 800 円
ＴＯＦ（Time of Fast）献金

1 人あたり 1,400 円 災害支援金　合計 200 万円

FF（Family Fast）献金
1 人あたり 800 円 E（Extension）新クラブ設立 2 クラブ

BF（Brotherhood Fund）献金
1 人あたり 1,500 円

MC（Membership ＆ Conservation）
会員増強　前期末 +300 名

EF 献金（Endowment Fund）
記念ごとの献金 1 口　120CHF  　合計 3,000CHF 情報発信　区報年 3 回／理事通信年 12 回

JWF（Japan West Y's Mem's Fund）献金
記念ごとの献金 1 口 5,000 円目標　合計 50 万円

LT（Leadership Training）次期役員研修会、
次期会長・主査研修会　各 1 回
レガシー基金　

1 人あたり 1,000 円以上
西日本区メネット事業　国内プロジェクト
ヘアードネーション事業 自由献金
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クラブ 会員 平均人 クラブ 会員 平均人 クラブ 会員 平均人 クラブ 会員 平均人 クラブ 会員 平均人 クラブ 会員 平均人

スター 増減 増減 増減 増減 増減 増減

1997 17 378 22.2 9 212 23.6 81 1952 24.1 16

7.1

98 19 395 10 231 85 1948 22.9

99 19 369 10 235 85 1892 22.3

0 19 365 10 225 84 1824 21.7

1 19 358 18.4 10 224 84 1861 22.2

2 8 152 19.0 6 110 18.3 5 82 16.4 11 247 85 1798 21.2

3 8 143 6 105 5 74 12 267 86 1745 20.3

4 8 142 6 102 5 73 13 275 88 1719 19.5

5 8 144 6 104 5 70 13 261 89 1686 18.9

6 8 150 6 106 5 54 13 262 87 1661 19.1

7 8 153 6 101 5 56 13 259 87 1630 18.7

8 8 157 6 90 5 47 14 286 89 1672 19.2

9 8 148 6 87 6 82 16 325 89 1714 19.3

10 8 142 5 81 6 72 16 295 89 1631 18.3

11 8 143 5 86 7 89 15 288 89 1676 18.8

12 8 152 5 83 7 88 15 259 87 1634 18.8

13 8 145 5 84 7 92 15 254 86 1604 18.7

14 8 142 5 76 6 77 16 280 86 1577 18.3

15 8 135 16.9 5 67 13.4 6 74 12.3 15 271 18.1 83 1530 18.4 37

増減 0 -17 －７ -1 -43 －９ 1 -8.0 －３ 6 59 －９ 2 -422 -47

16 8 131 16.3 5 64 12.8 6 74 12.3 15 269 17.9 83 1494 18.0 38

増減 0 -21 －４ -1 -46 －３ 1 -8.0 ０ 6 57 －２ 2 -458 -36

17 8 129 16.1 5 62 12.4 6 80 13.3 16 299 18.7 85 1536 18.1 37

増減 0 -23 -2 -1 -48 -2 1 -2.0 ＋６ 1 87 ＋３０ 4 -416 +42

18 8 132 16.5 5 54 10.8 5 64 12.8 16 286 17.9 82 1464 18.9 32

増減 0 -20 -3 -1 -56 -8 0 -18 -16 1 74 -13 1 -488 -72

19 8 130 16.3 4 49 12.3 5 68 13.6 17 284 16.7 80 1439 18 30

増減 0 -22 -2 -2 -61 -5 0 -14 4 1 72 -2 -1 -513 -25

20 8 132 16.5 4 47 11.8 5 65 13 17 252 14.8 80 1411 17.6 39

増減 0 -20 2 -2 -63 -2 0 -17 -3 1 40 -32 -1 -541 -28

21 8 139 17.3 4 46 11.5 5 61 12.2 17 241 14.2 80 1367 17.0 36

増減 0 -13 7 -2 -64 -1 0 21 -4 1 29 -11 -1 -585 -44

 

増減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  退会者数  １０６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引　   　―４４

西部 六甲部 瀬戸山陰部 西中国部 九州部

                                                                                                              ２０２０年度　　 入会者数　　６２

西日本区計

15人未満の

クラブ

西日本区会員数推移表
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部 ク ラ ブ 名 増減 部 ク ラ ブ 名 増減
金　　　　　沢 1

1
－1
0
0
0

1
0
0
2
0
1
0

3
－1
0
－1
－1
1
0
0
0
0
－1
1
0
8
－3
1
0
4
－4
4
2
1
－1
0
0
－1
0

1

大　　　　　阪
名　　古　　屋

と　　や　　ま

大 阪 土 佐 堀
名 古 屋 東 海
名 古 屋 南 山

大　阪　高　槻
中 　 部 中 西 部 大阪センテニアル

　　

大　　阪　　西名古屋グランパス
大　阪　茨　木
大阪なかのしま

小　計 6
小　計 7　　　　　　　　　　　　　　　近　江　八　幡

神　　　　　戸彦　　　　　根
西　　　　　宮彦根シャトー
神　　戸　　西びわこ部 長　　　　　浜

六 甲 部
神 戸 ポ ー ト
宝　　　　　塚

滋 賀 蒲 生 野
高　　　　 島

さ　　ん　　だ
神戸学園都市小　計 6
芦　　　　　屋京　　　　 都

小　計 8
姫　　　　　路

京 都 パ レ ス

岡　　　　　山
京都ウエスト

瀬 　 戸京都めいぷる

山 陰 部京都キャピタル 姫路グローバル
京都プリンス 米　　　　　子
京都センチュリー

小　計 4
京 都 部

京都ウイング
広　　　　　島京　都　洛　中
福　　　　　山京都エイブル

西中国部
呉京都グローバル

東　　広　　島
岩 国 み な み

京 都 み や び

小　計 5
京都トップス

長　　　　　崎
京都トゥービー

熊　　　　　本
京　都　東　稜

北　　九　　州
京 都 ウ ェ ル

福　岡　中　央
小　計 18 熊本ジェーンズ

和　　歌　　山

九 州 部

八　　　　　代

阿　　　　　蘇

奈　　　　　良 鹿　　児　　島
大 阪 サ ウ ス

阪 和 部
大　阪　河　内

熊 本 む さ し
熊 本 み な み

大　阪　長　野 宮　　　　　崎
大　阪　泉　北 熊 本 ひ が し

熊本ネクサス
熊本スピリット
熊 本 水 前 寺

熊　本　に　し

熊　本　五　福

和歌山紀の川

小　計 17
合　計 78

小　計 7

西 日 本 区 現 勢
2022年1月1日現在

注1　会員数には連絡主事を含み、特別メネットを除く　　
注2　増減は2021年7月1日との比較
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国際協会・アジア太平洋地域の現状 2021-22

国際議員・アジア太平洋地域会長
大野　勉（神戸ポート）

国際協会・アジア太平洋地域の現状

 

	
 

	
 	
 	
 

 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
    

 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
   

	
 	
 	
 	
 	
 
	
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

0 
2000 
4000 
6000 
8000 

10000 

	
 

Clubs Members Paid  

11 61 80 11 27 9 25 167 

838 

1424 

154 
446 

102 
520 

158 
154 

415 
0 

520 

0 
200 
400 
600 
800 

1000 
1200 
1400 
1600 

	
 

AFR 
0% 

ASP 
37% 

CAC 
3% 

EUR 
[

] 

IND 
10% 

KOR 
15% 

LAM 
1% 

USA 
11% 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 Australi
a 

JER 

JWR 
[ ]	
 

[ ]	
 
[ ]	
 

Taiwan 

 



2021 年度　次期会長・主査研修会

12

国際協会・アジア太平洋地域の現状
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主題：Into the next 100 Years with FELLOWSHIP & IMPACT（フェローシップとインパクトで次の100年へ）
スローガン：BEYOND SELF and BE THE CHANGE（自己を超えて、変化を起こそう）

（新しい時代とともに、エレガントに変化を）
（今すぐ実行を）

大槻　信二
ハイライト表示
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国際協会・アジア太平洋地域の現状
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国際協会・アジア太平洋地域の現状
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2022 － 2023 年度西日本区理事方針
2022 − 2023 年度西日本区理事

田上　正　（熊本むさし）

	 主題	 原点を知り将来に生かす
	 	 Know the origin and utilize it in the future !

	 スローガン	 立ち上がれワイズモットーと共に　
	 	 	 Stand up Y’s Men with our Motto !

理事方針
　2022 年に創立 100 周年を迎えた Y’s Men International と25 周年を迎えた東西日本区は、次のビジョンを見
据え新しい活動方針を構築し、実現に向けて活動しなければなりません。
　このためには YMCA やワイズメンズクラブが生まれた原点、自分たちのクラブが設立された時やワイズメンズクラブ
に入会した時の感激を思い起こすことが必要です。
　私はワイズメンズクラブに入会し、年齢も性別も、信条や宗教、政治的な考えの異なるメンバーが、親睦を深め
学びの時を共有して互いに切磋琢磨し、YMCAを支えYMCAと共に社会奉仕をする姿に大きな感銘を受けながら、
もう一つの人生を歩んでいます。
　皆さん、ワイズメンズクラブ入会時の感激をメンバーと共に語り合い、共に味わい、共に新たな一歩を踏み出そう
ではありませんか。

　この数年 Covid-19 の世界的な感染拡大により、ワイズメンズクラブのメンバー、メネット、ビジターたちが集まり親睦
と学びを深めるクラブの例会や、部や区単位で開催してきた多くの会議や大会が中止や縮小開催になりました。し
かし、この中でオンラインを利用した Web 会議やハイブリッド形式による会議や大会は、私たちに多くの発見と学び
を与え、さらには新しいクラブやメンバーとの繋がり方を教えてくれました。とは言え、いかにオオンラインが有用であっ
ても限界があり、仲間が一同に集まり研鑽や親睦の中に培ったエネルギーを奉仕に向かう力にはかないません。
　これからワクチンの普及とともに、Covid-19と共存する時代がやってきます。感染防御に留意した例会や部や区レ
ベルの学びを通して、メンバーの研鑽と成長、クラブの魅力づくり、地域との結びつきなどのアピールができるようにな
ります。更にオンライン利用の経験はこれらの学びの機会を増やし、充実する手助けとなるでしょう。これらの積み重
ねが、会員成長と新しい会員やクラブの増加に繋がると信じます。V 字回復の目標継続のために皆様のご協力を
お願いいたします。

　ワイズメンズクラブの活動は会員個々の生業ではありません。もう一つの人生であり、一人の人としての熱き心とも
言えましょう。そのためにも原点であるワイズメンズクラブのモットーに立ち、将来に向けて立ち上がらねばなりません。
そのような意味から、スローガンを「立ち上がれワイズ、モットーと共に !：Stand up Y’s Men with our Motto !」
といたしました。

＊以下の事柄を先ず実行すべき重要事項として掲げます。
・Covid-19によるダメージを受けた会員、クラブへの支援
・感染対策を重視した対面例会の復活と例会の充実
・オンライン利用の普及
・連絡網の整備とコミュニケーションの充実

次期理事活動方針
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上記の構築により、
　◇何よりもワイズライフを楽しむ
　◇クラブや部、区での役割を楽しむ
　◇楽しいワイズメンズクラブを少人数のままで留めない

＜事業別の方針＞
【YMCA サービス・ユース事業】
＊With/After コロナ時代における
・YMCA への支援とパートナーシップ
・YMCA ユースリーダーとの交流と支援
・地域活動の発信とアピール（良い事例をワイズに発信、地域にアピール）
・各部におけるYYYフォーラムの開催
・ユースコンボケーションへの参加者の確保と参加者からの学びのフィードバック
・Y サ・ユース献金への協力、使用用途の理解と目標額の達成
・Y’s、YMCAスタッフ・リーダー・リーダーOP・プログラム参加者の交流
・Youth Action 2022に関心を!

【地域奉仕・環境事業】
＊With/After コロナ時代における
・SDGs への継続的な取り組み、クラブ間の温度差の解消
・地域奉仕・環境事業の復活、参加とアピール
・ワイズデイの実施とアピール
・CS 献金、FF 献金、TOF 献金の理解と、献金目標達成
・UGP（国際統一事業 : Roll back malaria, Heal the world）への協力
・コミュニケーションツールとしてのオンラインを利用した地域奉仕・環境事業の開発と取り組み
・Youth Action 2022に関心を!

【EMC 事業】
＊With/After コロナ時代における
・例会の充実と100％出席の努力、直接例会に来ることのできない会員への Web 会議環境の構築支援
・クラブ毎の目標増員と増員に向けた活動
・例会の充実（対面例会の復活、ハイブリッド例会の研究、卓話者開発など）
・新入会員オリエンテーションの充実
・クラブの EMC 事業計画の作成とアドバイス
・EMCシンポジウムの実施、EMCにむけた各クラブが実施している取り組みと学び
・コミュニケーションツールとしての Webを利用した新クラブ設立
・EMCに関係する各委員会との協働
・EMC 調査集計表による努力目標達成度の評価と次の計画の立案
・ワイズビジネス交流会やその他の EMCをサポートする企画等への支援
・YES 献金への協力
・沖縄部設立への支援

次期理事活動方針
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【国際・交流事業】　☆交流は楽しいことをアピール致しましょう！
＊With/Afterコロナ時代における
・東西日本区交流会の実施（2023 年 2 月4-5日、神戸）
・DBC / IBC の実施とアピール
・BF・EF への理解と協力
・STEP・iGo（Internship 4 Global Outreach:）事業を含めたユースの育成への協力
iGo : ワイズメンズクラブ国際協会とYMCA が共同で行っている、若年層に短期

（一般的に3ケ月）のインターンシップを提供する新しいプログラム
・AYC, IYC 参加のユース育成と支援
・Web 会議やオンライン交流実施への支援
・アジア・太平洋地域や国際へ関心が向くような情報発信
・ワイズメンズ国際協会設立 100 周年祝会（2022 年 11 月15－17日、台北）の紹介
・西日本区大会（2023 年 6 月10-11日、熊本市）での感激を！

【メネット事業】→メネット委員会
＊With/Afterコロナ時代における
・ワイズメネットの在り方、新しいメネット活動の意見交換と集約
・メネット交流（部会でのメネットの集い、区大会でのメネットアワー）
・各部、各クラブのメネット活動への支援と広報
・国際プロジェクトへの協力
・メネット報の発行：各クラブや部でのメネット活動の紹介など　　　

【各種委員会】
・各クラブ、部、区、各種委員会広報の充実

2022－2023 年度　西日本区事業目標
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西日本区大会・国際大会等

第 26 回西日本区大会
2023 年 6 月10日・11日（土・日）

開催場所：熊本城ホール、熊本 YMCA 本館

前夜祭
2023 年 6 月9日（金）熊本キャッスルホテル

ワイズメンズクラブ国際協会100周年を祝う会
2022年11月15日（火）～11月17日（木）

会場：台湾・台北

ワイズメンズクラブ国際協会100周年/東西日本区25周年記念

第3回東西日本区交流会
語ろうワイズの未来! 共に手をとり次の100年へ

2023年2月4日（土）～2月5日（日）
会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
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西日本区強調月間リスト

月 活動
Kick-off
PR

LTOD

IBC・DBC

EMC
YES

BF

ASF
YMCAサービス
CE

H

EF

TOF

CS

Menettes

RBM

Youth 
Involvement 
Activities
評価と引継ぎ

JWF

2022～2023年度　西日本区強調月間リスト
ス テ ー ト メ ン ト 

７月
大槻　信二　広報・情報委員長（京都センチュリー）

新しい期のスタートにあたって、外部への広報と、内部への情報共有の有り方を、
今一度考えてみましょう。

鵜丹谷 剛　ワイズリーダーシップ開発委員長（神戸）
締結しているクラブ同士で交流を深め、協働事業を検討しましょう。
締結していないクラブは、他クラブを訪問し、交流を深めましょう。

小田　哲也　国際･交流事業主任（福岡中央）

９月 
未来につながるＥＭＣ活動
新規クラブ設立の為にYES献金100％を！

塚本　勝己　EMC事業主任（京都ウエストル）

8月

リーダーシップを学んでください！クラブ・部・区等あらゆる機会に学びの場があります。
全てを有意義に捉え、スキルアップをして、リーダーシップを身に着けてください。

10月
BF（ブラザーフッド基金）の意味を理解し、国際奉仕団体のメンバーとして、この基金の
充実と活用に貢献しましょう。　古切手を集め、皆で一緒に作業して交流を深めましょう。

小田　哲也　国際･交流事業主任（福岡中央）

11月
YMCAに行きましょう。そしてスタッフ・リーダーと対話しましょう。

清水　淳　Y・サユース事業主任（とやま）

12月 　福永君二クリスチャニティ―委員長（米子）
ワイズメンズクラブ国際協会は、創設100年となりました。
『先人に思いをはせるとともに、新たなヒストリーを築いていきましょう。』

濱田　勉　ヒストリアン（奈良）

「それぞれ賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵みの良い管理者として、その賜物
を生かして互いに仕えなさい。」ペトロの手紙Ⅰ4-10　タレントを生かして社会の必要に応え
ましょう。

１月
EF（エンダウメントファンド）の意味を理解し、国際奉仕団体のメンバーとして、
記念すべき出来事、行事などにあわせて喜びの献金をしましょう。

小田　哲也　国際･交流事業主任（福岡中央）

２月
今一度・献金の正しい理解を深め、目標100％を目指しましょう。

伊藤　文訓　地域奉仕・環境事業主任（長浜）

 3月 

CS献金100％達成と資金を有効活用した地域社会貢献に努めましょう。
伊藤　文訓　地域奉仕・環境事業主任（長浜）

例会へメネットも積極的に参加しましょう。　　　　　　
ネット間の交流推進、茶話会や旅行を計画して懇親を深めましょう。

吉本典子　メネット委員会委員長（熊本ジェーンズ）

４月 世界マラリアデー(25日）・1人1人の暖かい支援で国際的予防戦略にご支援をお願いします。
伊藤　文訓　地域奉仕・環境事業主任（長浜）

５月
将来のワイズメンズクラブとYMCAのためにユースの活動を支援しましょう。

清水　淳　Y・サユース事業主任（とやま）

 ６月 

この１年間当初の目標にしていた活動ができましたか？できたクラブはさらに発展させましょう。
できなかったクラブはどこに原因があり、何を改善すれば良いのかを話し会いましょう。

田上　正理事（熊本むさし）

通年 委員長未定
　JWF管理委員長（　　　　　　）

クラブの反省会や研修会、引継ぎ会はクラブはメンバーを成長にもたらします。

大槻　信二
ハイライト表示
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事業主任方針

2022 ～ 2023 事業主任方針

Y サ・ユース事業主任　清水　淳（とやま）

１．事業主題

	 より緊密に～ワイズは YMCAとユースのために～
	 More Closely !!　～ Y's for YMCA & Youth ～

２．事業方針

　コロナ禍の中 YMCA の活動は大きく影響を受け、数々のプログラムの中止・縮小を余儀なくされました。この
２年間は新しい手段・工夫により活動を行ってきました。YMCA が withコロナの今を乗り切っていくためにはワイ
ズメンズクラブが緊密な関係を築きサポートすることが重要です。
　現在の活動だけではなく将来の YMCA およびワイズメンズクラブのために、YMCAとのさらなる関係強化を図
り、ユースの活動を支援していきます。

３．事業計画

①各地域 YMCA の現状を把握し、区としての対応策を検討・実施する。
②ユース活動への支援を行う。
③ワイズメンバーとYMCA スタッフ、リーダーおよびリーダー OP(OB・OG) 等過去の関係者が再び YMCAとの
関わりを持つことができる取組を検討する。 
⑤Ｙサ・ユース事業の活動、取組を西日本区 HP および事業通信等で発信する。
⑥各部における YYYフォーラム開催を支援する。
⑦ Y サ・ユース献金の目標達成について全クラブへ理解を求める。

４．西日本区大会における表彰基準

①Ｙサ・ユース最優秀クラブ： Y サ・ユース事業において、他の模範となる積極的な活動を行ったクラブ
②ＹＭＣＡサービス優秀クラブ：YMCA サービス事業を積極的に行ったクラブ
③ユース支援優秀クラブ：国内外でのユース支援事業を積極的に行ったクラブ。
④Ｙサ・ユース献金優秀クラブ：Y サ・ユース献金目標を 100% 達成したクラブ
　ユース支援事業を積極的に行ったクラブ
④ＡＹＣ・IYC 参加支援優秀クラブ：
　「IYC 2022 IN HAWAII」への参加意義を理解し、対象者の参加を積極的に支援したクラブ
⑤Ｙサ・ユース献金優秀クラブ：
　Ｙサ・ユース献金目標を100％達成したクラブ

大槻　信二
ハイライト表示
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５．Y サ・ユース事業委員会

6.  事業主査

事業主任方針

No． 氏名 所属クラブ 役職

1 清水　淳 とやま 事業主任

2 河口裕亮 彦根シャトー 直前事業主任

3 未定 　次期事業主任

部 氏名 クラブ名 部 氏名 クラブ名

中部 小林滋記 名古屋南山 六甲部 井出　浩 神戸

びわこ部 富田宗宣 彦根シャトー 瀬戸山陰部 三宅　敬 姫路グローバル

京都部 宮崎順巳 京都キャピタル 西中国部 大塩隆太 岩国みなみ

阪和部 中井正博 大阪泉北 九州部 内村忠生 熊本みなみ

中西部 牟　大盛 大阪
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2022 ～ 2023 事業主任方針

地域奉仕・環境事業主任　伊藤文訓（長浜）

１．事業主題

	 With コロナ時代！！
	 地域社会とのコミュニケーションを見つめ直し
	 私たちにできる社会貢献活動に取組みましょう
	 『Let's make clear goals that we can do』

２．事業方針

　2020 年当初から現在まで、世状は新型コロナ感染拡大を受け、私たちワイズメンズクラブの活動も、あらゆる
場面で充分な取組みができなかったと思います。また近年は身近で起きる自然災害も、従来経験し得なかった規
模で、頻繁に発生している現状です。
　そうした状況下でワイズメンズクラブの一員として、“今”どのような活動・取組みが“地域社会”・“国内・国際
社会”に役立つのかを考え､ 各部・クラブの現状に応じた明確な方策と目標を設定していただきたいと思います。
　また「Y’s×SDGｓYouth　Action2022 アクションプラン」についても4 月から活動期間がスタートします。と
もに地域の課題解決に向け取り組んでいきたいと思います

（1）地域社会への貢献活動の取組みを、今一度具体的かつ明確に計画・実行
（2）各部・各クラブの取組内容を積極的に発信し、情報の共有化を推進
（3）メネットとの協調関係を深め身近でできる方策を模索
（4）国内における大規模災害復興支援の継続
（5）「Y’s×SDGｓYouth　Action2022 アクショﾝ」への理解・認識と支援
（6）各種献金（ＣＳ・ＴＯＦ・ＦＦなど）・ＵＧＰ（国際統一事業）の正しい理解で献金 0クラブ「0」達成

３．事業計画

（１）SDGｓの 17 の目標＆169 のターゲットをヒントに、各部・各クラブが目標とする具体策を設定
「例として」
　①勉強会の実施―SDGｓ本来の認識・食品ロス解消・再生可能エネルギーに関すること　etc
   ②環境保全の取り組みープラステイックゴミを出さない運動・定期的なゴミ拾い
　③アップサイクルへの挑戦―使わなくなった物を捨てずに新しい物に作り替え価値を高める
　④各種献金の理解度アップと目標達成―例会開催時・ＺＯＯＭミーテイングの定期開催

（２）地域内各種団体（奉仕団体やＮＰＯ・行政組織 etc）との情報交換、メネットとの更なるコミュニケーション
強化など、身近な人たちとの定期的交流で取組事例を参考にするなど、時には連携し共同施策（コラボレーション）
を展開することも可。

（３）ＣＳ資金を積極的に活用することを推進
　＜注 1：但し、非継続的なＣＳ事業であり、適正かつ効果的な地域貢献活動に限る＞

（４）各部・各クラブ活動内容を「西日本区ＨＰ」や「事業通信」で発信・共有　
　＜注 2：事業概要報告は様式適宜＜写真要添付＞でよいので、積極的に投稿願います＞

事業主任方針
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（５）各種献金の目標達成と「献金 0クラブ」　「0」の達成に向けて
　①ＣＳ献金　　1 人あたり　1500 円　
　②ＴＯＦ献金　1 人あたり　1000 円
　③ＦＦ献金　　1 人あたり　500 円
　④国際統一事業（ＵＧＰ）　1 人あたり　ＲＢＭ献金　500 円
※その他の詳細は理事通信などで発信

４．西日本区大会における表彰基準

（１）ＣＳ献金クラブベスト１０（１人あたり平均）
（２）ＴＯＦ献金クラブベスト１０（１人あたり平均）
（３）ＦＦ献金クラブベスト１０（１人あたり平均）
（４）ＲＢＭ献金クラブベスト１０（１人あたり平均）
（５）４献金（CS・TOF・FF・RBM）オール１００％達成賞
（６）地域奉仕・環境事業で顕著な取組みをされたクラブ
　最優秀クラブ・優秀クラブ　（注３：但し４献金がオール１００％達成されていることが必須）

５．地域奉仕・環境事業委員会

6． 事業主査

No． 氏名 所属クラブ 役職

1 伊藤文訓 長浜 事業主任

2 河原正浩 京都トップス 直前事業主任

3 未定 　次期事業主任

事業主任方針

部 氏　　名 クラブ名 部 氏　　名 クラブ名

中部 平野実郎 名古屋 六甲部 廣瀬一雄 西宮

びわこ部 田中浩文 長浜 瀬戸山陰部 前田文夫 姫路グローバル

京都部 木村拓馬 京都トゥービー 西中国部 上久保昭二 福山

阪和部 東　正美 大阪長野 九州部 大村　豊 熊本

中西部 谷　正一 大阪西
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2022～2023事業主任方針

EMC事業主任　塚本　勝己（京都ウエスト）

１． 事業主題

	 誘って良かったワイズ ！  入会して良かったワイズ ！

２． 事業方針

１・2022年ワイズメンズクラブ創立100周年の年に100名の会員増強
２・東西交流会での25周年記念の時に新クラブ設立（同時にワイズメンズクラブ100周年となる）
３・各クラブの環境に沿ったＥＭＣ事業計画書の作成と実行への支援
４・クラブメンバー全員の満足度アップ！ワイズメンズでしか得られない得の発見を推進する！

３． 事業計画

１、 各部でのＥＭＣシンポジウムの実施
２、 ワイズビジネス交流会等への支援
３、 ＥＭＣ事業計画書各クラブにて作成（昨年実施）
４、 Ｗebを使った例会充実度を上げる事によりクラブ内外の交流を促進
５、 Ｗeb使用に関する勉強会の支援
６、 沖縄部設立への支援
７、 西日本区オリエンテーション時の統一モデルの作成（パワーポイント等）
８、 ＹＥＳ献金への協力
９、 各部のワイズ歴が浅いメンバーに対して、部長と主査と協力して交流会を実施
10、９月EMC協調月間として、各クラブの９月例会で、自分のクラブ＆西日本区、ワイズを考える例会を持とう ！
11、事業年間スケジュール
＜前期＞及び準備期間
　2022年　3月次期会長主査研修会にて次期ＥＭＣ事業の説明と各種フォームの配布
　　　　　　　各部にて主査から各部へ、事業内容・スケジュールの説明
　　　　　4月西日本区大会における表彰期間スタート（2023年3月末まで）
　　　　　5月ＥＭＣ事業計画書の作成・提出期限　5月27日（金）
　　　　　7月前期半年報の提出・提出期限7月10日（日）
　　　　　8月「ＥＭＣ調査集計表」7月分提出・提出期限8月5日（金）
　　　　　9月「強調月間ＥＭＣ　ＹＥＳ」ＹＥＳ献金
　　　　　10月「ＥＭＣ調査集計表」８・９月分提出・提出期限10月１日（土）
　　　　　12月「ＥＭＣ調査集計表」10・11月分提出・提出期限12月９日（金）
　　　　　別途各部におけるＥＭＣシンポジウムの開催
＜後期＞
　2023年　1月後期半年報の提出・提出期限1月10日（火）
　　　　　2月「ＥＭＣ調査集計表」12・1月分提出・提出期限2月３日（金）
　　　　　4月西日本区大会におけるＥＭＣ表彰申請提出

事業主任方針
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　　　　　　・提出期限4月14日（金）「ＥＭＣ調査集計表」２・３月分提出
　　　　　　・提出期限3月31日（金）
　　　　　　次期の西日本区大会における表彰スタート
　　　　　6月「ＥＭＣ調査集計表」４・５月分提出・提出期限６月２日（金）
　　　　　7月「ＥＭＣ調査集計表」６月分提出・提出期限６月30日（金）

４． 西日本区大会における表彰基準

１・ＥＭＣ事業最優秀クラブ賞（ＥＭＣ事業に最も貢献したクラブ）
２・ＥＭＣ事業優秀クラブ賞（ＥＭＣ事業に貢献したクラブ）
３・ノンドロップクラブ賞（期間中退会者を出さなかったクラブ）
４・青年会員獲得クラブ賞（40歳以下の会員を獲得したクラブ）
５・年間出席率９０％達成クラブ賞（期間中に出席率９０％を達成したクラブ）
６・ＹＥＳ献金目標達成クラブ賞（期間中献金目標を達成したクラブ）
　ＹＥＳ献金　1人あたり　500円
７・ＥＭＣパートナー賞（過去3名以上を入会に導いたワイズメン（自己申告）

５． ＥＭＣ事業委員会

６．  事業主査

事業主任方針

No． 氏名 所属クラブ 役職

1 塚本勝己 京都ウエスト 事業主任

2 山口雅也 京都キャピタル 直前事業主任

3 未定 　次期事業主任

部 氏　　名 クラブ名 部 氏　　名 クラブ名

中部 服部庄三 名古屋グランパス 六甲部 上杉　徹 神戸西

びわこ部 松本太一 近江八幡 瀬戸山陰部 魚住美保 姫路グローバル

京都部 青倉国士 京都ウィング 西中国部 阿武朋子 東広島

阪和部 寺岡博也 大阪サウス 九州部 仲井裕司 熊本ジェーンズ

中西部 清水真一 大阪茨木

参考　国際ブースター賞

　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以

上の親友会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。
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2022 〜 2023 事業主任方針

国際・交流事業主任　小田哲也（福岡中央）

1．事業主題

	 交流し、語り合い、自分だけでできないことを見つけよう！
	 ～ワイズの仲間とならいろんなことが実現できる！楽しい！！～
	 Let’s find out what you can't do on your own 
	 by interacting and talking together!

2．事業方針

　コロナ禍でもあり、自クラブの例会も開催出来ていなかったり、ましてや、他クラブとの交流などできなかったりと、
なかなか困難なご時世です。しかし、そんな時だからこそ、新たな交流の仕方を見つけ、小さな世界から大
きな世界へ飛び出し、狭い考え方から幅広い視野で世界を見る、柔軟な考え方をもっていきたいと考えます。
そのため、クラブ、部、区、地域、国際の活動を案内し、その楽しさに触れてもらう機会を提供します。そして、
多くの皆さんに参加してもらいたいと思います。
　また、日本を担う若者の育成に貢献するためのファンド事業を理解してもらい、協力していただきます。そして、
ユースの育成を充実させます。

3．事業計画

①コロナ禍ではありますが、他クラブの例会、部会、区大会、アジア地域の関連行事等に積極的に参加し、
交流を楽しみ、事業への理解を深める
　( ア )	第 3 回東西日本区交流会への参加を促す　（2023 年 2 月4日5日　神戸）
　(イ)	 第 26 回西日本区大会への参加を促す　（2023 年 6 月10日11日　熊本）
　(ウ )	 ワイズ設立 100 周年祝賀会への参加を促す　（2022 年 11 月15日～ 17日　台湾）
② IBC/DBC 新規締結及び交流を深める
　・兄弟クラブのワイズ活動を理解し、社会貢献活動の協働を促す
　・リモートの可能性を活かし、新たな交流の形を見つけ、広げていく
③ BF/EF の目的理解を深め、献金目標を達成する
④ STEP/iGo への関心を高め、若者の育成に貢献する

４．西日本区大会における表彰基準

① IBC、DBC 新規締結クラブ賞（IBC、DBCを新規締結したクラブ）
②新規交流チャレンジクラブ賞（コロナ禍で新しい交流方法を導入し、積極的に交流を図ったクラブ）
③ STEP/iGoクラブ賞（若者の海外研修機会提供に積極的に取り組まれたクラブ）
④ BF 献金 100％達成賞（BF 献金目標を 100% 達成したクラブ）
⑤ EF 献金賞（EF 献金をされたクラブ及び個人あわせて上位 10 名）
⑥最優秀クラブ賞（国際・交流事業において最も優秀な事業を行ったクラブ
　ただし、最低限必要な申請書・報告書を提出したクラブ）

事業主任方針
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献金目標
理事ゴールと同じ
　　BF 献金　@1,500 円／人		 ２月末日払込期限
　　EF 献金　1 口　120CHF 以上　　	 随時受付

5．国際・交流事業委員会

６．事業主査

No 氏名 所属クラブ 役職

1 深谷　聡 名古屋 直前事業主任

2 小田哲也 福岡中央 事業主任

3 　次期事業主任

部 氏　　名 クラブ名 部 氏　　名 クラブ名

中部 山田英次 名古屋東海 六甲部 田辺征一 神戸学園都市

びわこ部 東　康彦 滋賀蒲生野 瀬戸山陰部 橋崎恵子 姫路グローバル

京都部 小林郁佳 京都トップス 西中国部 田中正海 呉

阪和部 坂本　智 和歌山紀の川 九州部 布田　悟 熊本

中西部 藤好基子 大阪なかのしま

事業主任方針
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部長・事業主査・事業主任の伝達・連携

部長・事業主査・事業主任の伝達・連携

　西日本区書記　河合博之（京都トップス）

2021-2022　HANDBOOK ＆ MEMBERSHIP ROSTER　53-54ｐ抜粋
第 9 条　理事の任務
第１項　西日本区における国際協会の代表
者であり西日本区の運営責任者として一般
行政および財政を掌り、 執行する
第４項　西日本区の各クラブに国際・地域お
よび区の重要事項ならびに情報を迅速確実
に伝達する

第 15 条　部長の任務
第 1 項　理事の運営方針と指導のもとに、
部を代表し部内外の状況を絶えず把握すると
ともに、部の運営責任者として一般行政およ
び財政を掌り執行する
第 2 項	（B）事業主任および他の各部と
密接な連携のもとに部内各クラブに対し適切
な指導と助言を与え、部の発展に努める

第 16 条　事業主任の任務
第 1 項　理事の指導のもとに各事業の活動を奨励・推進する
第 2 項　国際および地域のそれぞれの事業主任と緊密な連携のもとに、部長及びそれぞれの部の事業主査を
　　　　通じ、各クラブの事業活動を啓発・促進する

↓
では事業主査は？？？
　部長の指導のもとに各事業の活動を奨励・推進す
る西日本区の事業主任と緊密な連携のもとに、クラブ
会長及びそれぞれのクラブの事業委員長を通じ、各
クラブの事業活動を啓発・促進する。

＜メーリングリスト＞による情報伝達
2022 年 6 月下旬から運用可能
■各部メーリングリスト　
　登録：部長・部書記・部会計・事務局長・部主査
	 主査に準ずる役職）・直前部長・次期部長
	 各クラブ会長（メール委員）
	 西日本区書記
＊各部長から西日本区書記に提出された名簿をもとに登録されます
＊期中にメールアドレス変更が生じた場合はメールが届きません
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事業主査の責務

事業主査の責務

次期西日本区書記　上村眞智子（熊本ジェーンズ）

◆部事業主査（DSD=District Service Director）
１．組織上の位置づけ
　SD（Service Director）は、国際、地域、区、部に置かれていますが、いずれもそのレベルの長によって指
名されます。
　組織図は下記の通りです。ワイズメンズクラブでは各個クラブが主権者であることから、組織図に表す場合、
各個クラブを上に、国際本部を下にすることがありますが、ここでは、組織上の上位、下位を理解しやすくするた
めに、一般的な組織図にします。考え方は同じです。

２．事業主査の役割
　部事業主査は、部内の事業活動活性化とクラブ間の連絡を図るために、部長のスタッフとして、事業ごとに置
かれる部役員である。各事業主査は、区事業主任と連絡を密にし、部長または事業主任に報告を送るときは、
他方にもそのコピーを送るようにする。

３．西日本区の事業主任と事業主査の関連規約
（1）西日本区定款より
　　第 15 条第 4 項 A 部書記、部会計および事業主査を任命する。
　　第 16 条第 3 項 事業主任は、国際およびアジア・パシフィック地域のそれぞれの事業主任と緊密な連携のも
　　　　とに、部長およびそれぞれの部の事業主査を通じ、各クラブの事業活動を啓発・促進する

（2）西日本区組織の概要より
　1）基本コンセプトについて
　ワイズメンズクラブは、常に躍動し、活性化し、拡張していかなければならない。ワイズメンズクラブの他の国際
的な奉仕団体との大きな違いは YMCA に奉仕し、また YMCAを通じて地域社会に奉仕することを大前提とし
ていることである。この YMCA に奉仕する力を更に大きくするには、ワイズを理解し、賛同するメンバーを増やす
ことが不可欠である。
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事業主査の責務

この基本コンセプトを実現するには；
１．良きリーダーをより多く育てる必要がある。役が与えられれば必然的にワイズをより一層理解でき、良きリーダー
になる機会が得られる。この機会を多く作ることがリーダーをより多く育てることになる。
２．ワイズメンズクラブは人間愛に満ちた自己研鑽の場であり、メンバーの親睦を大切にし、 そこから生まれたエネ
ルギーをYMCA や地域社会に還元する。
　2）組織について
   西日本区においては、５つ ( ※ ) の事業主任が置かれています。
1．YMCA サービス、ユース事業主任
2．地域奉仕・環境事業主任
3．EMC 事業主任
4．国際・交流事業主任
5．メネット事業主任（2022－23 年度より事業委員会から常置委員会へ変更）
※ 2022-23 年度より５つ→４つの事業主任へ変更

部事業主査に付いては、前述の通り部長の指名によるものですから、必ずしも５事業主査となる訳ではありません。

　前述の西日本区定款　第 16 条 3 項にある様に、国際、地域、区の事業との関係で、1 ～ 5 の事業に対応
する事業主査と、各部の実情に合わせ必要とされる事業主査が置かれます。

部事業主査のコミュニケーション関連図

①部事業主査は部長のスタッフですから、部長から指示や情報を得るとともに、部長に報告や提言を行います。
このラインが最も大切です。
② 部事業主査は区事業主任から、助言、情報、指導を得るとともに、各クラブの事業委員長に助言、
　 情報、指導を与えます。部事業主査はクラブの事業委員長に、情報提供や依頼を行った場合は、必ずクラ
ブ会長にも『写し』を送る必要があります。同様に区事業主任も部長を飛ばして事業主査に連絡・報告の必要
が有る場合は、必ず部長にも連絡・報告をしなければなりません。
情報のパイプを詰まらせないことが大切です。
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４，共通する任務
　１．部の役員として
　① ワイズメンズクラブについて、理解を深める。
　② YMCA について、理解を深める。　
　③ 部内の各クラブについて、理解を深める。
　④ 部内の各クラブの役員・メンバーについて、理解する。
　⑤ 西日本区の方針を理解する。
　⑥ 部長の方針とその背景を理解する。
　⑦ 部会、評議会など部の行事、集会に参加する。

　２．部長のスタッフとして
　①部の年度目標（特に担当事業の目標）の設定について、部長に協力する。
　②担当事業についての国際、西日本区、部、クラブの情報を収集する。
　③部内の各クラブの担当事業の活動状況と進行状況を把握する。
　　必要に応じて、クラブ事業委員長に報告を求めます。この場合、クラブによっては、事業委員会が機能して
　　いないことも考慮してください。
　④部内の各クラブの担当事業委員長と連絡を密にする。
　⑤担当事業における各クラブの成功例を集め、部内クラブおよび区事業主任を通じて他のクラブに分かち合う。
　⑥部内で担当事業の PRを行う。
　　● 部会、評議会の席で
　　● 例会に出席して
　　● 部レベルのワークショップを開催して
　　● 部報、部長通信で
　　● メール・HPを活用して
　　● ニュースリソースを作り、クラブブリテン掲載を狙う
　　● 自分の所属しているクラブのブリテンに『事業主査コーナー』を設ける
　⑦時間が許すならば、部長の公式訪問や、担当する事業の強調月間に合わせて、クラブを訪問して、啓発
　　と状況把握を行う。
　⑧ 4 半期（9 月、12 月、3 月、6 月末）ごとに事業報告をまとめて、部長、区事業主任に報告をするとともに、
　　活動を見直すこと。

５．事業の継続のために
　① 前任者から確実に文書で引き継ぎを受けること。
　② 事業の記録をとり、後任者に確実に文書で引き継ぐこと。
　③ 部事業主査の手引きを見直し、改定すべき点があれば、次期事業主査と部長に提言をすること。
　④ 改革も必要です。継続も力になります。役員の任期は 1 年です。直前事業主査、次期事業主査とトロイカ
方式で推進しましょう。

※資料提供　大槻信二（京都センチュリー）

　

事業主査の責務
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クラブ会長の責務

アジア太平洋地域 EF 事業主任　森田美都子（京都パレス）

皆様へのお願い　→	 事前に以下の資料をお読みいただけますか ！
　＊西日本区ホームページ資料庫の各種マニュアル、資料内『クラブ運営マニュアル』

１、開会にあたり　　　

	 挨拶・自己紹介

２、会長の責務

	 A) クラブ会長のポジション

	 B) 会長になる事前準備　
	 　Q 『あなたは会長期に自クラブをどんなクラブにしたいですか？』

	 C) 会長期スタートからの任務
	 　Q 『例会をどんな雰囲気で行っていきたいとお考えになっていますか？』

３、締め　　　　

	 良きリーダー（会長）となる
	 会長でなければ味わえない事が満載です ！
	 会長は大いにリーダーシップを発揮してください ！

アクティブな会長は自クラブを元気にさせる

ENJOY   YOUR    TERM   !!

会長の責務
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キリスト教理解　「何を信じるの？」

西日本区チャプレン　立野泰博（熊本ジェーンズ）

逆説から考えてみよう「信じる」「信じない」「どちらでもない」
	 ・あべこべカエル
	 ・パラドックス・逆説とは何か？
	 ・ウソの研究から真実が見えてくる！

神の存在証明ってできるの？
	 ・神様は存在する（いる）
	 ・神様は存在しない（いない）
	 ・現代のキリスト者の理解は
	 ・前提理論ってありなの？　　「信じるしかないじゃん」

聖書　ローマの信徒への手紙　４：５
	 「アブラハムは神を信じた。それが、彼の義と認められた」とあります。

そもそも信じる（信仰）って何
	 ・芥川龍之介「蜘蛛の糸」からみる立場の違い
	 ・親鸞・道元・ルターが地獄の血の池にいたら？
	 ・それぞれの「信」がちがう

聖書　ローマ　３：２２　イエス・キリスト（を）信じることにより

日本の宗教のミステリー
	 ・日本教という宗教・宗派？がある
	 ・日本的アレンジの宗教「無宗教」

ワイズ活動の中の宗教性
　　・キリスト者じゃないと活動できない？を越えてみたい。
　　・苦難・悲しみ・痛みに寄り添うワイズ活動で宗教性にこだわりますか？
　　・宗教の違いを超えて「公同」できるワイズメンでありたい。

キリスト教理解
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an
ge

 A
ge

nt
 (G

lo
ba

l 
Se

rv
an

t)の
育

成
に

注
力

す
る

。

（
ヨ

ハ
ネ

に
よ

る
福

音
書

 �
章

 �
節

）
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�.
 P

os
iti

ve
 w

el
l-b

ei
ng

　
YM

CA
の

基
本

理
念

で
あ

る
Sp

iri
t・

M
in

d・
Bo

dy
の

育
成

と
調

和
に

So
ci

al
（

社
会

参
画

：
つ

な
が

り
の

中
で

よ
り

よ
く

生
き

る
）と

い
う

視
点

を
加

え
、

誰
も

が
不

安
と

喪
失

を
抱

え
る

時
代

に
お

い
て

人
間

性
の

回
復

と
人

と
人

と
の

連
帯

に
よ

っ
て

培
わ

れ
る

Po
sit

iv
e 

w
el

l-b
ei

ng
を

、 Y
M

CA
の

健
康

理
解

と
し

て
提

唱
す

る
。

　
わ

た
し

た
ち

の
健

康
は

、「
わ

た
し

が
よ

く
な

る
」と

い
う

ビ
ジ

ョ
ン

と
経

験
を

持
つ「

わ
た

し
」を

起
点

に
、家

族
、友

人
、地

域
、コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、国

、世
界

と
同

心
円

的
な

広
が

り
と

関
係

性
の

中
で

育
ま

れ
て

い
く

。P
os

iti
ve

 w
el

l-b
ei

ng
は

、
い

ま
改

め
て

、
障

が
い

や
年

齢
、性

別
、人

種
、思

想
な

ど
あ

ら
ゆ

る
違

い
に

目
を

向
け

、互
い

に
心

を
ひ

ら
き

分
か

ち
合

い
、助

け
、助

け
ら

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

育
ま

れ
て

い
く

も
の

で
、よ

り
よ

く
生

き
る

希
望

を
灯

す
働

き
と

な
る

。こ
れ

は
、キ

リ
ス

ト
教

に
基

づ
く

人
間

性
の

回
復

と
、ポ

ジ
テ

ィ
ブ

ネ
ッ

ト
い

う
連

帯
の

形
成

に
よ

っ
て

人
び

と
と

社
会

の
健

康
を

目
指

す
も

の
で

あ
る

。
　

世
界

同
時

危
機

に
お

い
て

、子
ど

も
と

そ
の

家
族

、若
者

が
孤

立
や

分
断

す
る

こ
と

な
く

、
将

来
に

夢
を

も
ち

、生
き

る
楽

し
さ

、喜
び

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

、ラ
イ

フ
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
一

人
一

人
に

伴
走

す
る

全
人

一
貫

教
育（

全
人

的
な

生
涯

教
育

）に
YM

CA
の「

み
つ

か
る

。つ
な

が
る

。よ
く

な
っ

て
い

く
。」

体
験

・
経

験
と

い
う

強
み

を
最

大
限

に
活

か
す

こ
と

を
基

軸
と

し
て

、す
べ

て
の

事
業

・
活

動
を

再
興

す
る

。

Po
si

tiv
e 

w
el

l-b
ei

ng
を

提
唱

し
、「

み
つ

か
る

。つ
な

が
る

。よ
く

な
っ

て
い

く
。」

の
体

験
提

供
を

通
し

て
全

人
一

貫
教

育
の

価
値

を
最

大
化

し
、

社
会

の
健

康
を

目
指

す
。

　
予

測
の

つ
か

な
い

羅
針

盤
の

な
い

世
界

に
お

い
て

、
正

義
感

と
時

代
を

読
む

感
性

に
突

き
動

か
さ

れ
行

動
し

、
新

し
い

未
来

を
創

造
し

て
い

く
姿

は
YM

CA
創

設
時

の
姿

で
あ

る
。

閉
塞

感
の

あ
る

若
い

世
代

が
夢

を
も

っ
て

、
自

己
実

現
の

た
め

に
参

画
で

き
る

社
会

を
創

造
で

き
る

機
会

を
創

り
出

し
て

い
く

。
　

ま
た

、新
し

い
こ

と
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

た
い

と
い

う
若

い
ス

タ
ッ

フ
・

リ
ー

ダ
ー

が
、歴

史
や

慣
習

に
よ

る「
YM

CA
ら

し
さ

」や
制

度
に

縛
ら

れ
る

こ
と

な
く

、
恐

れ
ず

挑
戦

で
き

る
組

織
を

作
る

。同
時

に
、

ユ
ー

ス
世

代
の

学
び

や
生

活
の

環
境

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
つ

い
て

注
視

し
、支

援
し

て
い

く
。そ

し
て

、 Y
M

CA
は

若
者

の
信

頼
で

き
る

パ
ー

ト
ナ

ー
と

し
て

、
時

代
に

適
応

し
姿

を
変

え
る「

適
応

型
YM

CA
(A

da
pt

iv
e 

YM
CA

)」
と

な
る

こ
と

で
持

続
可

能
と

な
る

道
筋

を
求

め
、健

全
運

営
・

健
康

経
営

を
目

指
し

て
行

く
。

�.
 Y

ou
th

 E
m

po
w

er
m

en
t

若
い

世
代

が
夢

を
持

ち
、

自
己

実
現

の
た

め
に

参
画

で
き

る
社

会
を

創
造

す
る

。
YM

CA
は

若
者

の
信

頼
で

き
る

パ
ー

ト
ナ

ー
と

し
て

、
時

代
に

適
応

し
姿

を
変

え
る

。
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�.
 T

ec
hn

ol
og

y 
fo

r
so

ci
al

 in
cl

us
io

n 
& 

di
ve

rs
ity

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
拡
大
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
共

同
体
）が
生
ま
れ
、よ
り
手
軽
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
、学
校
、職
場
、家
庭
で
は
な
い
自
己

実
現
や
社
会
参
画
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。Y
M
CA
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
健
全
か
つ
建
設
的
に

活
用
し
、
生
き
る
喜
び
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
や
社
会
課
題
で
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
共

同
体
）創
造
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る（
ym
ca
.p
os
iti
ve
.n
et
構

想
）。
　
身
近
な
興
味
関
心
や
悩
み
に
は
社
会
を
動
か
す
多
様
な
視
点
が
包
含
さ
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
伴
走
と
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
実
行
力
を
掛
け
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、多
様
性

と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
創
造
に
つ
な
が
る
。

　
同
時
に
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り

入
れ
て
業
務
の
合
理
化
・
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、地
域
の
デ
ジ
タ

ル
格
差
に
よ
る
学
び
、
健
康
、
経
済

活
動
な
ど
の
機
会
損
失
に
つ
い
て
、

事
業
・
活
動
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

可
能
な
限
り
進
め
、支
援
を
行
っ
て

い
く
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
多
様
な
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
な
る
。

�.
 P

ar
tn

er
sh

ip

　
YM
CA
に
は
地
域
社
会
の
課
題
に
つ
い

て
、
世
界
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
SD
Gs
）

の
健
康
、
気
候
変
動
、
平
和
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
視
点
を
も
っ
て
解

決
で
き
る
資
源
が
多
く
あ
る
。Y
M
CA
単
独
で

は
な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ワ
イ
ズ
メ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
目
的
を
同
じ
く
す
る
企

業
や
行
政
、
地
域
の
諸
団
体
と
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
て
共
に
解
決
に
臨
ん
で
い
く
。こ

れ
は
、
関
係
性
の
中
で
YM
CA
の
役
割
を
見

出
し
、
地
域
・
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高

め
て
い
く
働
き
と
な
り
、実
践
的
な
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
で
あ
る
。

　
目
的
が
具
体
的
で
明
確
な
社
会
課
題
解
決
活
動
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
は
、
理
想
を
求
め
る
中
学
生
・
高
校
生
な
ど
若
い
協
力
者
に
訴
求
し
、
テ
ー
マ
で
協
働

す
る
会
員
、ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
や
学
生
YM
CA
の
活
動
の
展
開
に
も
つ
な
が
る
。 Y
M
CA

の
社
会
貢
献
活
動
の
資
金
的
裏
付
け
も
明
確
と
な
り
、「
寄
附
を
受
け
る
団
体
」と
し
て
社

会
的
認
知
度
も
向
上
す
る
。

地
域
社
会
の
課
題
に
対
し
、企
業
や
行
政
、地
域
の
諸
団
体
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
、時
に
か
な
っ
た
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
解
決
に
臨
む
。
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YM
CA

は
、

こ
れ

か
ら

の
３

ヵ
年

、
世

界
が

同
時

期
に

直
面

す
る

こ
の

危
機

の
中

で
事

業
を

展
開

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

れ
は

変
化

の
中

で
「

私
た

ち
は

だ
れ

で
あ

る
か

」
を

再
発

見
し

続
け

、
答

え
の

な
い

問
い

に
挑

戦
し

て
い

く
旅

と
な

る
で

あ
ろ

う
。

YM
CA

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
こ

れ
ま

で
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

歩
み

を
礎

に
、

ま
っ

た
な

し
で

社
会

か
ら

求
め

ら
れ

る
使

命
に

よ
っ

て
一

致
し

、
日

本
YM

CA
中

期
計

画
を

推
進

し
て

い
き

た
い

。

第
��

回
日

本
YM

CA
同

盟
協

議
会

承
認

�.
 C

ha
ng

e 
Ag

en
t

　
世

界
規

模
で

社
会

的
弱

者
の

い
の

ち
が

脅
か

さ
れ

、若
者

や
高

齢
者

、課
題

を
抱

え
る

人
た

ち
が

脆
弱

な
立

場
に

追
い

込
ま

れ
て

い
る

。自
国

の
対

策
を

優
先

さ
せ

る
中

で
、途

上
国

の
貧

困
対

策
、教

育
支

援
が

大
き

く
遅

れ
て

い
る

。ま
た

、世
界

的
に

民
主

主
義

の
根

幹
が

揺
ら

ぎ
、

一
方

で
下

か
ら

の
変

革
を

求
め

て
ゆ

く
市

民
セ

ク
タ

ー
の

力
が

増
し

て
い

る
。

　
わ

た
し

た
ち

の
い

の
ち

が
誰

か
の

い
の

ち
や

人
権

の
犠

牲
の

上
に

成
り

立
つ

こ
と

が
な

い
よ

う
、

YM
CA

に
関

わ
る

一
人

一
人

が
足

元
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
、

そ
し

て
世

界
で

、
見

え
ざ

る
も

の
に

想
像

力
を

向
け

、声
な

き
声

を
聴

き
、

YM
CA

が
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

ネ
ッ

ト
を

届
け

る
べ

き
先

を
考

え
、行

動
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
ま

た
、若

い
人

が
将

来
の

世
界

を
背

負
う

た
め

、グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
と

環
境

の
課

題
を

深
く

理
解

し
、解

決
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
教

育
や

研
修

、実
践

の
機

会
を

作
り

出
し

て
い

く
。 Y

M
CA

の
グ

ロ
ー

バ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
生

か
し

、
世

界
中

の
次

世
代

リ
ー

ダ
ー

と
の

協
働

を
通

し
て

複
雑

な
課

題
を

解
決

し
、地

域
で

も
、世

界
で

も
活

躍
で

き
る

真
の

 C
ha

ng
e 

Ag
en

t（
Gl

ob
al

 S
er

va
nt

）の
育

成
に

注
力

し
て

い
く

。

未
曾

有
の

世
界

危
機

に
お

い
て

、
YM

C
Aに

関
わ

る
一

人
一

人
が

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
ネ

ッ
ト

の
実

現
の

た
め

に
地

域
、

世
界

の
課

題
に

臨
み

、
Ch

an
ge

 
Ag

en
t (

Gl
ob

al
 S

er
va

nt
)の

育
成

に
注

力
す

る
。

公
益

財
団

法
人

　
日

本
YM

CA
同

盟
〒

��
�-

��
��

 東
京

都
新

宿
区

四
谷

本
塩

町
�-

��
Te

l �
�-

��
��

-�
��

�　
　

Fa
x �

�-
��

��
-�

��
�
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YMCA 理解

01
23
0

89
01
8

01
23
0

01
23
0

20
20

.1
1.

26

発
達

支
援

 / 
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
自

立
 就

学
・

就
労

支
援

英
語

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

よ
る

課
題

解
決

プ
ロ

グ
ラ

ム

文
化

教
室

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

（
国

内
・

海
外

）

喜
ぶ

人
と

共
に

喜
び

、泣
く

人
と

共
に

泣
き

な
さ

い
。

（
ロ

ー
マ

の
信

徒
へ

の
手

紙
 1

2章
15

節
）
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持
続

可
能

な
開

発
目

標（
SD

Gs
エ

ス
・

デ
ィ

ー
・

ジ
ー

ズ
）と

は
、2

01
5年

9月
に

国
連

サ
ミ

ッ
ト

で
採

択
さ

れ
た

20
30

ア
ジ

ェ
ン

ダ
*の

開
発

目
標

で
す

。
17

の
目

標
・

16
9の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
か

ら
構

成
さ

れ
、地

球
上

の
誰

一
人

と
し

て
取

り
残

さ
れ

な
い（

Le
av

e 
no

 o
ne

 b
eh

in
d）

世
界

の
実

現
を

誓
っ

て
い

ま
す

。
国

内
外

で
広

が
る

貧
困

や
格

差
、紛

争
や

気
候

変
動

の
課

題
、子

ど
も

の
い

じ
め

や
虐

待
な

ど
、世

界
の

共
通

課
題

に
向

け
て

、Y
M

CA
も

国
内

外
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
活

用
し

、若
い

世
代

が
中

心
と

な
っ

て
世

界
を

変
え

る
一

翼
を

担
っ

て
い

ま
す

。ポ
ジ

テ
ィ

ブ
ネ

ッ
ト

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
ネ

ッ
ト

YM
CA

国
際

協
力

募
金

　
海

外
支

援
・

交
流

、指
導

者
養

成
・

ユ
ー

ス
育

成
、教

育
・

啓
発

活
動

、日
本

で
暮

ら
す

外
国

人
サ

ポ
ー

ト
等

に
用

い
ま

す（
年

間
募

金
額

約
5千

万
円

）。
「

子
ど

も
た

ち
が

未
来

を
創

る
」を

テ
ー

マ
に

、ア
ジ

ア
の

子
ど

も
た

ち
の

教
育

や
衛

生
環

境
の

整
備

を
は

じ
め

、国
内

の
多

文
化

共
生

プ
ロ

グ
ラ

ム
、難

民
支

援
な

ど
に

注
力

し
て

い
ま

す
。

YM
CA

子
ど

も
・

ユ
ー

ス
・

地
域

支
援

募
金

コ
ロ

ナ
の

影
響

を
受

け
る

青
少

年
た

ち
に

学
び

や
体

験
の

機
会

の
提

供
や

、地
域

の
シ

ニ
ア

世
代

の
見

守
り

や
健

康
づ

く
り

な
ど

、行
政

・
企

業
・

諸
団

体
と

連
携

し
て

進
め

て
い

ま
す

。

災
害（

地
震

・
豪

雨
等

）被
災

地
支

援
募

金

障
が

い
児

・
者

支
援

の
た

め
の

募
金

・
チ

ャ
リ

テ
ィ

活
動

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
に

よ
る

募
金

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ネ
ッ
ト
YM
CA
募
金
活
動

誰
も

が
、公

正
・

公
平

に
夢

を
か

な
え

る
チ

ャ
ン

ス
の

あ
る

地
域

社
会

の
創

造

子
ど

も
の

学
び

や
体

験
の

機
会

を
、

公
平

に
提

供
し

ま
す

。

心
な

い
偏

見
を

生
ま

な
い

よ
う

予
防

活
動

を
展

開
し

ま
す

。

YM
CA

の
諸

外
国

の
先

進
的

事
例

を
取

り
入

れ
、

感
染

症
対

策
を

進
め

ま
す

。

子
ど

も
と

ご
家

族
に

伴
走

し
、

子
ど

も
の

成
長

に
つ

い
て

保
護

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

ま
す

。

地
域

の
シ

ニ
ア

世
代

の
見

守
り

と
健

康
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

ユ
ー

ス
世

代
の

学
び

と
生

活
、

将
来

設
計

を
支

援
し

ま
す

。

医
療

、保
育

、
介

護
、

流
通

等
の

地
域

の
生

活
を

支
え

る
方

々
を

支
援

し
ま

す
。

す
べ

て
の

人
に

新
し

い
健

康
づ

く
り

を
提

唱
し

、
心

と
体

、
精

神
に

わ
た

る
免

疫
力

を
高

め
ま

す
。

YM
CA

 B
R

AN
D

ア
ク

シ
ョ

ン
ブ

ッ
ク

01
23

89
01

01
23

90
12

20
20

年
11

月
現

在
み

つ
か

る
En

co
un

te
r

つ
な

が
る

Co
nn

ec
t

よ
く

な
る

Tr
an

sf
or

m

し
た

い
何

か
が

み
つ

か
り

、
誰

か
と

つ
な

が
る

。
私

が
よ

く
な

る
、

か
け

が
え

の
な

い
場

所
。

Va
lu

e
YM

CA
が

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
提

供
を

約
束

す
る

価
値

｢ポ
ジ

テ
ィ

ブ
ネ

ッ
ト

｣　
Po

si
ti

ve
 N

et
互

い
の

存
在

や
個

性
を

認
め

合
い

､高
め

合
う

こ
と

の
で

き
る

､
善

意
や

前
向

き
な

気
持

ち
に

よ
っ

て
つ

な
が

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

こ
と

。
課

題
の

多
い

社
会

の
な

か
で

､そ
れ

は
､生

き
る

た
め

の
ひ

と
つ

の
選

択
肢

と
な

っ
て

い
く

。
私

た
ち

日
本

の
YM

CA
は

､グ
ロ

ー
バ

ル
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

を
活

か
し

て
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

ネ
ッ

ト
を

広
げ

､希
望

あ
る

よ
り

豊
か

な
社

会
を

創
り

ま
す

。

互
い

を
認

め
合

い
、高

め
合

う
 ｢ポ

ジ
テ

ィ
ブ

ネ
ッ

ト
｣の

あ
る

豊
か

な
社

会
を

創
る

。

Vi
si

on
YM

CA
が

実
現

し
た

い
世

の
中

の
姿

心
を

ひ
ら

き
、わ

か
ち

合
う

。 
前

向
き

で
、ま

わ
り

を
惹

き
つ

け
る

魅
力

を
持

つ
。

Pe
rs

on
al

it
y

ブ
ラ

ン
ド

と
し

て
備

え
て

い
る

べ
き

個
性

、
ら

し
さ

O
pe

n 
& 

Sh
ar

in
g.

Pr
oa

ct
iv

e 
& 

At
tr

ac
ti

ve
.

YM
CA

 B
ra

nd
 C

on
ce

pt
私

た
ち

の
約

束
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YM
CA

は
、多

様
な

サ
ー

ビ
ス

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

し
て

、子
育

て
・

子
育

ち
の

両
面

か
ら

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

の
成

長
に

寄
り

添
っ

て
い

ま
す

。
保

育
や

ア
フ

タ
ー

ス
ク

ー
ル

と
い

っ
た

安
心

の
場

づ
く

り
、ウ

エ
ル

ネ
ス

や
語

学
教

育
、国

際
交

流
と

い
っ

た
出

会
い

や
成

長
の

機
会

。
YM

CA
の

子
育

て
・

子
育

ち
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
全

国
に

広
が

っ
て

い
ま

す
。

YM
CA

は
、幅

広
い

分
野

の
学

校
や

学
習

の
場

、ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
通

し
て

、若
者

の
成

長
を

応
援

し
て

い
ま

す
。

夢
の

実
現

に
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

の
習

得
に

と
ど

ま
ら

ず
、さ

ま
ざ

ま
な

体
験

や
出

会
い

中
で

人
間

力
を

育
ん

で
い

く
。

YM
CA

の
ユ

ー
ス

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

は
こ

れ
か

ら
も

若
者

の
成

長
を

力
強

く
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

約
14
,0

00
人

約
10
,0

00
人

約
10
,0

00
人

約
7,

00
0人

約
60
,0

00
人

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
・
就
労
支
援

（
学
童
保
育
・
児
童
発
達
支
援

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
／
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

約
30
0,
00
0人

約
９
0,
00
0人

日
常
の
生
活

国
内
外
を
問
わ
ず
日
常
と
は
異
な
る
環
境
に
身
を
置

き
、小
グ
ル
ー
プ
で
自
然
と
の
共
存
を
体
験
し
ま
す
。
多

様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、目
標
達
成
、

課
題
解
決
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ（
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
・
定
例
活
動
）

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ン
プ

総
合
的
な
実
践

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
活
動（
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ャ
ン
プ
）

社
会
課
題
解
決
型
の
総
合
的
な
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
活
動（
国
内
外
）

大
学
サ
ー
ク
ル
・
寮
活
動

ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ポ
ー
ト
、社
会

課
題
解
決
の
た
め
の
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
活
動
、S
DG
sへ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
な

ど
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

課
題
の
解
決
と
献
身

学
校
で
の
時
間
よ
り
も
長
く
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
に
、

YM
CA
の
総
合
力
を
活
か
し
た
関
わ
り
、安
心
の
場
づ
く

り
を
進
め
、高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

職
業
教
育
や
語
学
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
教
育
な
ど
、将
来
の

可
能
性
を
拡
げ
る
学
び
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
人
と
良
い

関
係
を
つ
く
り
、考
え
に
耳
を
傾
け
協
働
し
、問
題
解
決

に
向
け
て
意
見
を
伝
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

専
門
学
校

日
本
語
学
校

単
位
制
高
校

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

IB
一
貫
教
育

高
校
生
事
業

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・
進
学
指
導

英
語
で
の
課
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
教
育

学
び
と
習
得

日
常
の
生
活

中
高
生
ウ
エ
ル
ネ
ス（
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ス
）

水
泳
、サ
ッ
カ
ー
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、新
体
操
、空
手
、

ダ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
手
を
尊
重
し
、フ
ェ
ア

プ
レ
ー
を
実
践
し
、楽
し
さ
を
見
出
し
な
が
ら
主
体
的
に

参
加
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。

身
体
の
形
成

YM
CA
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー（
い
じ
め
と
向
き
合
う
）

国
際
交
流

約
16
,0

00
人

約
65
,0

00
人

約
20

0,
00

0人

約
7,

00
0人

人
と
関
わ
る
体
験
を
重
ね
る
こ
と
を
通
し
て
、一
人
ひ
と

り
の
い
の
ち
を
守
り
、違
い
を
認
め
合
い
、他
者
と
共
に

生
き
る
力
を
育
み
ま
す
。

課
題
の
解
決
と
献
身

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

進
学
指
導

幼
児
・
小
学
生
英
語

文
化
芸
術

子
ど
も
た
ち
は
自
然
の
中
で
五
感
を
養
い
ま
す
。
特
に

キ
ャ
ン
プ
は
、小
グ
ル
ー
プ
で
生
活
を
送
る
こ
と
で
、異

な
る
意
見
が
あ
り
な
が
ら
協
働
し
て
課
題
解
決
に
臨
む

体
験
と
な
り
、今
後
の
AI
時
代
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
視

さ
れ
る
人
間
力
が
培
わ
れ
ま
す
。

幼
児
・
小
学
生
自
然
体
験
活
動

キ
ャ
ン
プ（
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
・
定
例
活
動
）

総
合
的
な
実
践

幼
少
期
の
基
礎
的
な
体
力
づ
く
り
、ス
ポ
ー
ツ
習
得
は
一

生
の
財
産
と
な
り
ま
す
。
水
泳
、体
操
、サ
ッ
カ
ー
、バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、ダ
ン
ス
な
ど
の
ク
ラ
ス
を
展
開
。
技
術

の
向
上
に
加
え
、上
達
す
る
楽
し
さ
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
を
学
び
、心
身
の
成
長
を
促
し
ま
す
。

幼
児
・
小
学
生
ウ
エ
ル
ネ
ス（

各
種

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ス
）  

身
体
の
形
成

学
び
と
習
得

発
達
段
階
に
応
じ
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素
地
を
養
い
、多
彩
に
自
己
表
現

が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
実
践
的
な
異
文
化
理
解

を
通
し
て
、将
来
に
わ
た
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
養
い

ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア（
保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
）

子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
場
と
し
て
、ご
家
庭
・
地
域
と
の

連
携
を
大
切
に
し
ま
す
。ひ
と
り
の
子
ど
も
、ひ
と
つ
の

家
庭
に
寄
り
添
い
、そ
の
子
な
ら
で
は
の
個
性
や
良
い
と

こ
ろ
を
ご
家
庭
と
共
有
し
な
が
ら
、一
貫
し
て
子
育
て
と

子
育
ち
を
応
援
し
ま
す
。

全
国

約
70

拠
点

全
国

約
80

拠
点

全
国

18
校

全
国

16
校

人
材
養
成（
健
康
・
福
祉
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ホ
テ
ル
・
語
学
）
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YM
CA

は
、高

齢
化

社
会

に
対

応
す

る
事

業
や

活
動

に
も

注
力

し
て

い
ま

す
。

健
康

寿
命

の
延

伸
や

知
的

好
奇

心
の

追
求

、社
会

と
つ

な
が

る
機

会
を

提
供

し
、い

き
い

き
と

し
た

健
や

か
な

生
活

を
支

え
ま

す
。

YM
CA

は
、

そ
の

人
ら

し
く

生
き

る
こ

と
の

で
き

る
Q

O
L

（
Q

ua
lit

y 
of

 L
ife

）の
向

上
に

貢
献

し
ま

す
。

YM
CA

は
、広

く
社

会
問

題
を

解
決

す
る

た
め

の
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
社

会
の

課
題

を
自

分
ご

と
と

し
て

捉
え

解
決

の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
に

向
か

う
。

日
本

、そ
し

て
世

界
に

広
が

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

多
様

な
活

動
領

域
を

活
か

し
、Y

M
CA

が
地

域
の

活
動

の
基

盤
と

な
っ

て
、社

会
貢

献
の

力
を

広
げ

て
い

き
ま

す
。

地
球

温
暖

化
世

界
ユ

ー
ス

会
議

参
画

高
校

生
に

よ
る

社
会

課
題

解
決

ア
イ

デ
ア

ソ
ン

企
業

と
の

協
働

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

災
害

被
災

地
支

援
・

防
災

減
災

教
育

活
動

各
種

国
際

協
力

・
支

援
事

業

い
じ
め
に
つ
い
て
共
に
考
え
、傍
観
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、

学
習
会
・
講
演
会
の
開
催
、子
ど
も
た
ち
が
ピ
ン
ク
の
も
の

を
身
に
着
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ン

ク
シ

ャ
ツ

デ
ー

「
自
分
の
い
の
ち
を
守
り
、み
ん
な
の
い
の
ち
を
大
切
に
」。
子
ど
も
た
ち
を
水
難
事
故
か
ら
守
る

よ
う
、水
上
安
全
ス
キ
ル
を
全
国
の
小
学
校
で
伝
え
て
い
ま
す
。

ウ
ォ

ー
タ

ー
セ

ー
フ

テ
ィ

・
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン

語
学
学
習
、美
術
や
音
楽
活
動
な
ど
を
通
し
て
、世
代
を

超
え
た
仲
間
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。ス
キ
ル
や
経
験
を
活

か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機
会
も
多
く
、留
学
生
や

在
日
外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
、子
育
て
サ
ポ
ー
ト
、歌
声
広

場
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

生
涯

教
育

語
学

学
習

文
化

・
芸

術
歌

声
・

ダ
ン

ス

年
齢
を
重
ね
て
も
、自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は
す
べ
て

の
人
に
と
っ
て
幸
せ
の
原
点
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
願
う

生
活
ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
た
め
に
、で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
、喜
び
を
分
か
ち
合
う
支
援
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

課
題

の
解

決
と

献
身

各
自
治
体
か
ら
指
定
管
理
・
PF
I事
業
の
委
託
を
受
け
、保
育
園
、ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、ユ
ー
ス

プ
ラ
ザ
、体
育
館
、自
然
の
家
等
の
運
営
を
行
い
、地
域
の
公
益
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

公
益

協
働

事
業

総
合

的
な

実
践

日
常

の
生

活

高
齢

者
ホ

ー
ム

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

訪
問

介
護

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

約
3,

50
0人

約
3,

00
0人

約
25

,0
00

人

身
体

の
形

成

14
,0
00
人
の
ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
、益
金
を
障
が
い
児
・
者
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
運
営
資
金
と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

チ
ャ

リ
テ

ィ
ー

ラ
ン

女
の
子
が
安
心
・
安
全
な
環
境
で
体
を
動
か
し
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

N
IK

E-
YM

CA
　

Pl
ay

 A
ca

de
m

y 
fo

r G
ir

l’
s I

ni
tia

tiv
e 

「
誰
も
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
世
界
を
変
え
ら
れ
る
」を
テ
ー

マ
に
、さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
小
学
生
～
高
校
生
を
対

象
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Am
az

on
 F

ut
ur

e 
En

gi
ne

er

学
び

と
習

得

日
常

の
生

活

学
び

と
習

得

ワ
イ

ズ
メ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
国

際
協

会
YM
CA
の
支
援
や
協
働
を
行
う
世
界
規

模
の
奉
仕
団
体
で
、日
本
で
も
全
国

14
1ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
ン
を
始
め
、災
害
支
援
、募
金
活
動

で
YM
CA
と
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。

YM
CA

 G
lo

ba
l N

et
w

or
k

世
界
12
0の
国
と
地
域
に
広
が
る

YM
CA
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
国
際
連
合（
国

連
）で
は
諮
問
資
格
を
持
ち
、世
界
規

模
の
課
題
解
決
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動

か
し
、ユ
ー
ス
世
代
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

約
15
,0

00
人

い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
を
め
ざ
し
て「
自
分
の
健
康

を
守
る
」こ
と
の
で
き
る
習
慣
づ
く
り
を
支
え
ま
す
。ス
イ

ミ
ン
グ
、ジ
ム
マ
シ
ン
な
ど
の
ほ
か
、免
疫
力
の
向
上
に

も
配
慮
し
た
介
護
予
防
運
動
指
導
も
幅
広
く
展
開
し
て

い
ま
す
。

成
人

ウ
エ

ル
ネ

ス（
各

種
ス

ポ
ー

ツ
・

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

ク
ラ

ス
）

介
護

予
防

・
認

知
症

予
防

体
操

身
体

の
形

成

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に
、一
人
ひ
と
り
に
で
き
る

こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
YM
CA
で
は
、興
味
関
心
、特

性
に
応
じ
て
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

課
題

の
解

決
と

献
身

協
力

・
協

働
企

業（
一

例
）

全
国

約
40

拠
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事務手続きについて
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事務手続きについて
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事務手続きについて
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 

	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

項  目 納付期限 手続きなど 備   考 
前期区費 

後期区費  

8 月 15 日 

2 月 15 日 

各クラブへ請求書と「払込取扱票」が送

付されます。  

半年報に基づく請求

です。 

入会金 （チャーター
メンバーも同様） 

請求後 
1 ヶ月以内 

「会員異動報告書」に基づきクラブ会
長宛に請求書が送付されます。 

入会金  6,500 円 
チャーター5,500 円 

区大会支援金  区費と共に請求 年額 500 円 

Y サ・ユース支援金 3 月 15 日迄 Yサ・ユース事業主任より詳細を通知します。 目標 2,000 円 

地域奉仕・環境資金
（CS）（FF資金） 

3 月 15 日迄 
地域奉仕・環境事業主任より詳細を通
知します。 

目標 1,500 円  
目標 500 円 

TOF献金 3 月 15 日迄 同上 目標 1,000 円 
RBM 3 月 15 日迄 同上 目標 500 円 
災害復興支援献金 随時  同上 合計 200 万円 
BF（使用済み切手） 
BF（現金） 

2 月末日迄 
3 月 15 日迄 

国際・交流事業主任より詳細を通知し
ます。 

切手・現金 
1 人あたり 1,500 円 

EF 
JWF 

3 月 15 日迄分 
随時 

「EF・JWF献金申込書」をFAX 
「払込取扱票」に内容を記載し送金 

一口 CHF・120 
一口 5,000 円 

YES 3 月 15 日迄 EMC事業主任より詳細を通知します。  目標 500 円 
募金・献金など 随時   

	
 

	
 

 ①西日本区への送金は、全て所定の「払込取扱票」を使って郵便振替にて送金してください。 
  ※「払込取扱票」がなくなった場合は、西日本区事務所にご請求ください。  

 ②「支払人」の氏名・クラブ名・電話番号を忘れずに記入してください。 

 ③「払込取扱票」の明細欄に送金項目・金額を必ず記入してください。 
 入会金、Yサ・ユース、BF現金、CS、TOF、EF、JWF、YES、RBM等の送金は、必ず西日本区の「払
込取扱票」でお願いします。 

 明細・日付・クラブ名・振込人氏名もご記入ください。 

 ※ご不明な点は、西日本区会計または西日本区事務所までお問い合わせください。 
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事務手続きについて

地域奉仕・環境資金
（CS）（FF資金） 

3 月 15 日迄 
地域奉仕・環境事業主任より詳細を通
知します。 

目標 1,500 円  
目標 500 円 

TOF献金 3 月 15 日迄 同上 目標 1,000 円 
RBM 3 月 15 日迄 同上 目標 500 円 
災害復興支援献金 随時  同上 合計 200 万円 
BF（使用済み切手） 
BF（現金） 

2 月末日迄 
3 月 15 日迄 

国際・交流事業主任より詳細を通知し
ます。 

切手・現金 
1 人あたり 1,500 円 

EF 
JWF 

3 月 15 日迄分 
随時 

「EF・JWF献金申込書」をFAX 
「払込取扱票」に内容を記載し送金 

一口 CHF・120 
一口 5,000 円 

YES 3 月 15 日迄 EMC事業主任より詳細を通知します。  目標 500 円 
募金・献金など 随時   

	
 

	
 

 ①西日本区への送金は、全て所定の「払込取扱票」を使って郵便振替にて送金してください。 
  ※「払込取扱票」がなくなった場合は、西日本区事務所にご請求ください。  

 ②「支払人」の氏名・クラブ名・電話番号を忘れずに記入してください。 

 ③「払込取扱票」の明細欄に送金項目・金額を必ず記入してください。 
 入会金、Yサ・ユース、BF現金、CS、TOF、EF、JWF、YES、RBM等の送金は、必ず西日本区の「払
込取扱票」でお願いします。 

 明細・日付・クラブ名・振込人氏名もご記入ください。 

 ※ご不明な点は、西日本区会計または西日本区事務所までお問い合わせください。 
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西日本区事務所及び理事事務局の業務役割 

西日本区事務所及び理事事務局業務役割
 

	
 

	
 	
 

532 00** 
	
 * * ** 
	
  
	
 	
 TEL06-****-****	
 FAX06-****-**** 
	
 	
 E-mail **** **-****.**.** 
 
	
 	
 	
  
	
 	
 	
  

862-09**	
  
*** ** ** 

TEL 096-***-**** 	
 FAX	
  
090-****-**** 

E-Mail   *****_***@yahoo.co.jp 
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資料 届出用紙　半年報

	
 ２ 	
 ３ 	
  

2022	
 	
 7	
 

	
 

2022  7 1  
  担当

担 当  

EMC 

	
  15 

	
 2022 01 01 	
 

 	
 ( )    	
 

Word  

2022 7 10   

のＥＭＣ事業主任ならびに、区報編集委員会委員長に報告するものとする。



資料届出用紙会員異動報告書

A 
:Z:J; 員 異動報告書 2020年 12月改訂

入 会 退 ~当zhz ワイズメンズクフブ国際協会

変 西日本区異動資料カード No. 

新 転 再 退 転 報告日 〔西暦) 年 月 日更
入 入 入 会 出 クラフ 部 クフフ

会長名

該当枠内にO印を記入下さい 記入者名

※入退会及び変更年月日 I (西暦) 年 月 日

転入・転出の場合 部 クフブ

相手ク フ ブ名

氏 名 生年月 日(西暦)

(ローマ字)

メ ノ.‘ 年 月

(ローマ字)

メネット
年 月

(ローマ字) ク フ フ名

スポンサー

(フリガナ)

住 所 T 

英文住所
電 話 I FAX I 
E-ma 

勤 務 先 |職業|

勤務先住所 T 

勤務先電話 I FAX I 
勤務先E-ma
所属YMCA 7所属教会 | 
入退会の動機

備考(変更肉容含) 新会員携帯電話等:
{通常は室長宅へ送付) 入会キット送付先(会長自宅以外の場合)・干

送付先:クラブ

く記入要領〉

E①一事務所
② EMC事業主任(メール又はFAX)
③ EMC事業主査(メール又はFAX)
④部長(メール又はFAX)

② 会員に異動があった時は、櫨中かに当期目担当主?送付下さい。

主任は理事へ

4ヶrJTへご送付下さい。

②「会員異動報告書」が到着しますと、 「入金キット」が送付されます。 r入金キット」の送付先をご指定下さい。

(ii!i常は会長のご自宅に送付されます)(c入会キット」 は会長・書記がサインした「入金証」と一緒に別途持ち帰り易いケース等に

入れ直してお慢し下さい。)余裕を以って送付下さい.

③入退会及び変更年月日の記載漏れがあります。 必ずご記入のよ提出して下さい。

④「入退会動機」欄は分かる範囲で必ず具体的にご記入下さい。

⑤「変更」 欄は記入事項の変更周です。(住所、氏名、電話、勤務先、広義会員等会員資格など)

⑤メネットから会員に変更の場合は 「入金」 欄に、

会員からメネッ トへ変更の場合は「退会」 欄に口を記入下さい。ただし資格はメネット扱いに変更されます。

⑦担当主事の異動による交代は、別途「担当主事異動報告書j を提出して下さい。

③期首、 期末時の日付にはご注意下さい。 ※その他疑問のある場合はEMC事業主査、またはEMC事業主任にお問し、合せ下さい。

48 

目

日
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資料 届出用紙　広義会員承認願

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

2022 	
 	
 	
 	
 

2022 7 2023 6 	
 

	
 	
 

	
 	
 

	
 2022	
 	
 	
 	
 	
 2023 	
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資料 届出用紙　功労会員届

	
 	
 	
 	
 	
 

202　　 	
 	
 	
 

2022 7 2023 6  
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部長方針・活動計画

2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

中部部長　山内ミハル（金沢）

１．部長主題

	 　明るく　清く　美しく　―よき隣人として（Befriending）―

２．活動方針

　2020 年に始まったコロナパンデミックが人々の生活に大きく影をおとし、不安と焦りの中にありながらもワイズメンは
したたかに 2022 年 Y’s Men International 創立 100 周年と東西日本区 25 周年をむかえ、2022-2023 年には
次の歴史を作るべく新しい歩みを始めようとしています。先達が残していった足跡に続けて確かな歩みを残したい
ものです。
　ワイズ活動は自己研鑽の良き場を提供してくれます。例会内容を工夫し、メン、メネットが揃って楽しく例会に参
加し、人間力を磨きつつ、YMCA の活動を活発にして、青年たちが意欲的に参加できるよう支援しましょう。

		

３．活動計画

① EMC 事業を強力に推し進め、会員増強を図る
②各クラブの周年行事、特別例会等に、各クラブができる限り参加するなどの協力をし、各地のワイズメンズクラ
　ブの知名度を上げる
③名古屋、富山の YMCA 活動をバックアップする。
④低迷している金沢 YMCA が計画的に、活発な活動ができるよう知恵と力を集めて支援する。

４．部行事予定

①中部評議会を年３回開催する。
②部報の発行
③各クラブが行ってきた伝統行事を継続・発展させる。
④中部部会の開催
　＊日時：2022 年 9 月 24 日（土）
　＊場所：金沢ニューグランドホテル　（金沢市南町 4-1　　℡　076-233-1311）
⑤各地の YMCA 行事を支援する。

５．その他の計画・特記事項

　金沢クラブ創立 75 周年記念例会を中部部会と同時開催する。
　＊日時：2022 年 9 月 24 日（土）
　＊場所：金沢ニューグランドホテル　　（金沢市南町 4-1　　℡　076-233-1311）
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部長方針・活動計画

６．部役員					    　　7．事業主査
役職 氏名 クラブ名

部 長 山内ミハル 金沢

次 期 部 長 松本　勝 名古屋東海

直 前 部 長 渡辺真悟 名古屋

書 記 荒川恭次 名古屋グランパス

会 計 伊藤仁信 金沢

事 務 局 長 数澤輝夫 金沢

連 絡 主 事

監 事 早川政人 名古屋グランパス

監 事 山内ミハル 金沢

8．クラブ会長

役職 氏名 クラブ名

Ｙサ・ユース 小林滋記 名古屋南山

地域奉仕・環境 平野実郎 名古屋

EMC 服部庄三 名古屋グランパス

ファンド

国際・交流 山田英次 名古屋東海

クラブ名 会長名

金沢 幸正一誠

名古屋 戸田真二

名古屋東海 橋爪良和

名古屋南山 荒川文門

名古屋グランパス 阿部一雄

とやま 小泉宗政
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部長方針・活動計画

2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

びわこ部部長　林 宏一（彦根）

１．部長主題

	 親睦、自己研鑽、そして奉仕
	 Fellowship, self-improvement, and service

２．活動方針

　例会内容を工夫し、参加したくなる有意義なものにしよう。
　各自が親睦と自己研鑽に努め、びわこ部各クラブの奉仕活動が活性化するよう、
　支援と情報伝達を推進します。

		

３．活動計画

・YMCA サービス・ユース事業	 YYフォーラムの開催
　　　				   滋賀 YMCA 職員との交流、リーダ OPとの絆の強化・組織化　

・地域奉仕・環境事業		  琵琶湖環境保全活動（ワイズデー）清掃奉仕
・EMC 事業		  　　　 「びわこ部ワイズ起こし活動」との連動プロジェクト
				    EMCフォーラム・研修

・国際・交流事業		  合同新年例会の開催
・メネット事業			   メネットアワーの実施

４．部行事予定

・準備役員会
・役員会・評議会　4 回
・部長公式訪問    7 月～ 9 月
・びわこ部たより　4 回／年程度　 
・部会開催 　  ＊ 2022 年 10 月 15 日（土）マリアージュ彦根
・滋賀 YMCA チャリティラン
・滋賀 YMCA 風の谷ワークキャンプ

５．その他の計画・特記事項

・高島クラブへの支援
・Zoom 会議の浸透
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部長方針・活動計画

６．部役員						     7．事業主査
役職 氏名 クラブ名

部長 林　宏一 彦根

次期部長 渡壁十郎 長浜

直前部長 安田博彦 近江八幡

書記 宮本年博 彦根

会計 外海清圭 彦根

事務局長

担当主事 久保田展史 滋賀YMCA

代議員 安田博彦 近江八幡

代議員 林　宏一 彦根

監　　事 西川裕介 彦根シャトー

8．クラブ会長

役職 氏名 クラブ名

Yサ・ユース 富田宗宣 彦根シャトー

地域奉仕・環境 田中浩文 長浜

EMC 松本太一 近江八幡

交流 東　康彦 滋賀蒲生野

メネット

200 推進チーム 井之上 温代 滋賀蒲生野

ワイズ起こし 松岡義隆 長浜

HP情報 安田博彦 近江八幡

クラブ名 会長名

近江八幡 藪　秀実

彦根 外海清圭

彦根シャトー 金澤芳夫

長浜 松岡義隆

滋賀蒲生野 岡村遍導

高島
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部長方針・活動計画

2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

京都部部長　石倉　尚（京都キャピタル）

１．部長主題

	 Ｕｎｉｔｅｄ ｂｙ ＹＭＣＡ　～ＹＭＣＡで、ひとつになる～

２．活動方針

　京都ワイズメンズクラブから誕生した在京１８クラブは、それぞれが独自に模索し奉仕活動をしています。では、
京都部としてどのような活動をすればよいのか？京都部とは、地域での結びつきだけであるのか？
　入会式辞に『ワイズメンである事は、ＹＭＣＡと共に働く事を意味します』とあります。毎年、各クラブはＹサ
事業として、京都ＹＭＣＡに多くの協力をしています。わたしたちは、京都ＹＭＣＡのもとで結びつきひとつとなっ
ているのです。

『Ｕｎｉｔｅｄ　ｂｙ　ＹＭＣＡ』～私たちはＹＭＣＡで、ひとつになる～。
　今、京都ＹＭＣＡは、多くの課題に直面しています。改めて私たちが京都ＹＭＣＡに尽くすために、この主題
を掲げ、皆さんと共に今何をすべきか、何ができるのかを考え、１８クラブがひとつとなりＹＭＣＡと共に歩むことを
活動方針とします。

３．活動計画

　１）ＹＭＣＡの活動を広く世間にアピールすることで、そのＹＭＣＡと共に活動しているワイズメンズクラブも同時
　　　に知らしめることで広く、大きく広報をします。
　２）例会の欠席が退会へ結びつくことが多いので、例会出席率を高めることを目標とし、会員増強に繋げます。
　３）できる限りコロナ禍による事業の中止、延期とならない方策を練り、コロナ在りきの計画を立案します。

４．部行事予定

＊２０２２年９月３日（土）京都部部会の開催
＊事業懇談会の開催
＊１８クラブ部長公式訪問、ワイズデー開催、チャリティーボウリング・ゴルフの開催
＊ＹＹＹフォーラムの開催

５．その他の計画・特記事項

・ＹＭＣＡへの寄付を集め、寄付金額に応じて返礼品を贈ります。
　たとえば、お揃いの　トレーナー、ポロシャツ、Ｔシャツを作成し、ワイズデーやＹＭＣＡの事業にみんなで着用
しアピールの一助とします。
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部長方針・活動計画

６．部役員						     7．事業主査
役職 氏名 クラブ名

部　　長 石倉　尚 京都キャピタル
次期部長 武村松一 京都ウイング
直前部長 中村隆司 京都ウェル
書　　記 田中雅博 京都キャピタル
書　　記 八木悠祐 京都キャピタル
会　　計 香山章治 京都キャピタル
事務局長 金原弘明 京都キャピタル
担当主事 藤尾実 京都ＹＭＣＡ
代議員 中村隆司 京都ウェル
代議員 石倉尚 京都キャピタル
監　事 中村隆司 京都ウェル

8．クラブ会長

役職 氏名 クラブ名
Y サ・ユース 宮﨑順巳 京都キャピタル

地域奉仕・環境 木村拓馬 京都トゥービー
EMC 青倉国士 京都ウイング

国際・交流 小林郁佳 京都トップス
PR 委員長 佐治幹生 京都ウエスト

クラブ名 会長名 クラブ名 会長名
京都 合田太一 京都エイブル 山根弘丈

京都パレス 古川安雄 京都グローバル 久保田雅彦
京都ウエスト 澤田長利 京都みやび
京都めいぷる 藤井功輔 京都トップス 田頭邦彦

京都キャピタル 倉見直樹 京都トゥービー 新谷嘉啓
京都プリンス 西村　博 京都東稜 延近昌彦

京都センチュリー 駒谷憲美 京都ウェル 奥村　治
京都ウイング 松島正雄 京都ＺＥＲＯ 石飛智憲

京都洛中 大本正夫 北京都フロンティア
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部長方針・活動計画

2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

阪和部部長　正野忠之（大阪泉北）

１．部長主題

	 10 年後の阪和部へ。つなげる。～経験を生かし、目線を活かす～

２．活動方針

　10 年前、阪和部長を経験しました。その時の標語が、「10 年後の阪和部へ。つながる。」でした。期待を
込めて作った標語でしたが、阪和部はここ10 年でクラブ数を２つ減らし、会員数も100 名前後まで減少しました。
部長の担い手も輪番制では行きつかなく、部の財政も厳しくなってきました。33 年続いてきた阪和部はどうなってい
くのか。私たちの経験だけでワイズは生き残っていけるのか。
世間では「つなぐ」「つなげる」がキーワードになっています。
　世代交代。阪和部の将来構想として、ここ数年、次世代への働きかけを行ってきた結果、次々期の阪和部長は、
現在 40 歳のメンバーへバトンが渡されます。探せば見つかる次世代メンバー。ワイズメンズクラブの良さを生かす
ために、ベテランが次世代を支えていく構図を作るための１年としたい。ベテランの経験を生かして、次世代の目
線を活かす。次世代の人たちの目線が新しい阪和部を作り、若者が若者を呼ぶ活動を生み出し、阪和部がつ
ながっていくことを使命に活動を行っていきます。部長として私はつなぎ役に徹します。起承転結の「承」です。
　
		

３．活動計画

　部より常に事業の情報発信を行う。事業主任と事業主査の直接的な関係を大切にして活動 　　
１．ＹＭＣＡサービス・ユース事業　
　・西日本区理事、YMCA サービス・ユース事業主任の方針を踏まえた活動の構築。
　・大阪 YMCA、奈良 YMCA、和歌山 YMCA　それぞれで YYYフォーラムを実施。
　・３Y でユースリーダーの相互交流を企画支援し、リーダー力をサポートする。
　・３Y のチャリティーランを支援。
２．地域奉仕・環境事業　
　・西日本区理事、地域奉仕・環境事業主任の方針を踏まえた活動の構築。
　・環境事業：ＳＤＧｓへの関心を高める。クラブごとに目標を選択し実践。
３．ＥＭＣ事業
　・西日本区理事、EMC 事業主任の方針を踏まえた活動の構築。
　・阪和部将来構想と絡め、次世代の交流を活発にし、若者が若者を呼ぶ構図を作る。　　　　　　
　・そのための施策を各クラブへ求めていく。
　・次世代につながる複数年計画を策定。
４．国際・交流事業　
　・西日本区理事、国際・交流事業主任の方針を踏まえた活動の構築。
　・オンラインDBC、IBC の積極交流、情報発信。
５．メネット事業
　・直前部長提案のメネット計画を引き継ぎ、委員会の位置付けで次期において活動できるよう構築する。
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2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

中西部部長　福島眞一（大坂土佐堀）

１．部長主題

	 “Let us enjoy our club life together”

	 「一緒にクラブ活動を楽しみましょう！」

２．活動方針

　今期は、“楽しい！”とコミュニケーションをキーワードに運営していきます。
　中西部でのメンバー数の減少が続いています。 区・部の諸行事も中止やウエブでの開催が多くなっています。
各クラブの活動の中心である例会も中止やウエブでの開催になっています。ワイズメンズクラブの良いところは、人
と人との繋がりと繋がりの上に成り立つ YMCA への奉仕活動だと思います。そして、活動を通じて“楽しい！”を
メンバー皆で実感することです。
　中西部内・各クラブ内でのコミュニケーションがコロナの影響で希薄になってきています。今期はコミュニケーショ
ンを重視して活動していきたいと考えます。
　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対処の仕方やつきあい方が分かってきていると思います。
With/Afterコロナの時代は、コロナに負けずに基本に戻って、先ずは人と人の繋がりを深めコミュニケーションす
ることが大切です。そのために、充実と弱者への支援を活動方針とします。コミュニケーションの充実、各クラブ
の例会の充実、ブリテンの充実、部行事の充実、ウエブでは参加出来ないメンバーへの支援、クラブ以外の弱
者への支援をやっていきます。
　
		

３．活動計画

・SDGsを積極的に活動に取り入れ、中西部全体での取り組みにする。
・ゲストスピーカーバンクの復活と活用に力を入れたい。
・合同例会の活用。
・中西部 HP の継続活性化に注力する。
・評議会のない月に、フリートークの会を開催する。

４．部行事予定

① Y サ・ユース事業：チャリティラン、六甲 YMCA 整備事業、YYYフォーラム等。
②地域奉仕・環境事業：「ワイズの森・うなぎの森」事業の継続を目指す。
　各クラブの CS 事業の支援
③ EMC 事業：EMCシンポジウムの開催、各クラブ例会充実への支援、中西部 EMC 推進委員会への支援、
　関西ワイズビジネス交流会（KYB）と連携して入会見込み者の囲い込み。
④国際・交流事業：中西部各クラブ間の積極的な交流を推進。DBC 例会・IBC 例会・合同例会支援。
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６．部役員						      7．事業主査	
役職 名前 所属クラブ

部　長 福島眞一 大阪土佐堀

次期部長 石津雅人 センテニアル

直前部長 牟　大盛 大阪

書　記 丹吾　礼 大阪土佐堀

会　計 岩田　晋 大阪土佐堀

事務局長 鳥居　翠 大阪なかのしま

担当主事 内山雅文 大阪 YMCA

監　事 吉田由美 大阪なかのしま

８．クラブ会長
クラブ名 会長名

大阪 藤岡　宏樹

大阪土佐堀 川岸　清

大阪センテニアル 芝田　光雄

大阪西 柿島　裕

大阪茨木 掛谷　太郎

大阪なかのしま 藤井　弥生

事業 名前 所属クラブ

Y サ・ユース 牟　　大盛 大阪

地域奉仕・環境 谷　　正一 大阪西

EMC 清水　真一 茨木

国際・交流 藤好　基子 大阪なかのしま

部長方針・活動計画

５．その他の計画・特記事項

　・中西部からのクラブへの発信ツールである“マンスリーレター” “部報”を充実する方法をキャビネット・メンバー
と考えていきたい。現在“マンスリーレター”は、各クラブの例会予定の掲載が中心になっているが、メンバーか
らの報告・各クラブのブリテンの転載等、読んで楽しい物に変えたいです。“部報”も同様のことを考えたいと思
います。
　・評議会のない月に、フリートークの会を開催しようと思います。
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部長方針・活動計画

2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

六甲部部長　若林成幸（宝塚）

１．部長主題

	 With Corona の新しい日常、バトンを繋いで延ばす貢献寿命 ！

２．活動方針

１．YMCA 中期計画を学び、これからの YMCA・これからのワイズを共に考える
　日本 YMCA は 2016 年にブランデイングを提唱し、パンデミックの危機を経て、日本 YMCA 中期計画 2021
～ 2023 が発表した。ワイズと関係が深い Positive well-being（社会の健康を目指す）、Partnership（パートナー
とともに地域社会の課題解決）の展開を見据えて YMCAとワイズの連携を深める。

2．地域社会の課題を見出し、他の活動者に寄り添って貢献寿命を延ばす
　人生 100 年時代にはいって長寿社会の課題やコロナ禍で生じた地域社会の課題に対してワイズの出番は多い
はず。各クラブが持っている得意技を前面に押し出し、地域の他の活動者と協働の輪を広げてみると、ワイズの
存在意義を実感することができる。地域奉仕は形を変えた YMCA サポートとも理解できる。
 
3．オンラインによるコミュニケーションを広めワイズライフの楽しさ、喜びを分かち合う
　コロナ禍、新しいコミュニケーション・ツールを使った新たな交流が始まった。また、老若が一緒になってデジタ
ル技術を学ぶ意識が高まり、多世代にわたる協力関係が育ち始めている。Zoom 利用の学習会・ハイブリッド例会、
Zoom でワイン交流会、イベント動画の配信など、スマホで多様な交流を楽しむことができる。

３．活動計画

①Ｙサ・ユース事業：切れ目ない YMCA 支援。ユース職員との接点を広げ YMCAと連携した取り組み
②地域奉仕・環境事業：六甲部の特色ある「キラリと輝くアート展」「宝塚市民クリスマス」の実行応援
　・SDGｓの理解と実践的な活動。地域の他のボランテイア活動グループと協働
③ EMC 事業：オンラインを活用した例会充足率の向上。会員増強計画の推進
　・EMC 振り返りシートの活用
④国際・交流事業：オンラインによる交流の活発化
⑤メネット事業：メネットプロジェクトは六甲部の地域奉仕・環境事業と協業
⑥広報事業：六甲部 HP の活用。オンラインによる発信技術の習。

４．部行事予定

2022 年 5 月14日（土）   準備役員会
2022 年 7 月　9日（土）  第 1 回評議会　
2022 年 11 月12日（土）六甲部部会　宝塚ホテル
2023 年 3 月18日（土）   第 2 回評議会
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５．その他の計画・特記事項

　　2023 年 2 月4 ～ 5日　東西ワイズ交流会

６．部役員					     　　7．事業主査	
役職 名前 所属クラブ

部　長 若林成幸         宝塚クラブ

次期部長 井出　浩 神戸クラブ

直前部長 大野智恵 神戸ポートクラブ

書記 多胡葉子 宝塚クラブ

会計 長尾　亘 宝塚クラブ

担当主事 橋本　唯 宝塚クラブ

監事 大野智恵 神戸ポート

８．クラブ会長
クラブ名 会長名

神戸クラブ 美崎　晋

西宮クラブ 濵　浩一

神戸西クラブ

神戸ポートクラブ 中山迅一

宝塚クラブ 小林康男

さんだクラブ

神戸学園都市クラブ 杉本隆人

芦屋クラブ 大岩雅典

事業 名前 所属クラブ

Yサ・ユース 井出　浩 神戸クラブ

地域奉仕・環境 廣瀬一雄 西宮クラブ

EMC 上杉　徹 神戸西クラブ

ファンド ― ―

交流 田辺征一 学園都市クラブ

　　　　 芦屋クラブ

部長方針・活動計画
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2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

瀬戸山陰部部長　橋崎恵子（姫路グローバル）

１．部長主題

	 元気なクラブになろう ！　スリムで充実した部運営をめざして ！

２．活動方針

１．部内のすべてのクラブが元気なクラブ、生き生きと活動するクラブになろう ！
２． 4クラブというクラブ数の中で、４年に一度部長を輩出し、毎年主査を担当することは、大きな負担であり、
　 クラブ疲弊にも繋がっています。元気なクラブであり続けるために部として何ができるか考えて行おう！
　
	

３．活動計画

①クラブ活動を見つめ直し、継続事業をさらに充実させ自信を持って発信できる活動となるように、部内で互いに共有し、
　励ましあおう。
② 活動を地域の方に広く知って頂き知名度をあげるために、広報を積極的に活用しよう。
③ 部運営について、評議会で協議した主査の役割り軽減改革案に基づきスリム化をしよう。
　１．主任の方針・情報・連絡事項　→　部長から各会長へ伝達する。
　　・主査は、部長ホストクラブのメンバーを登録
　２．事業活動・研修会の開催　→　部長預かりとする。
　　・部主催ではなく、クラブが自主的に開催するのを尊重し応援する。

４．部行事予定

①部評議会　　第１回　2022 年７月１８日（月・祝）　
		  第２回　2023 年３月21日（火・祝）　 
②部　　会　　2022 年 11 月3日（木・祝）　９：３０～１６：３０
	 ＊会　場：　姫路 YMCA 太子キャンプ場（ASOBO）　
	 ＊目　的：　瀬戸山陰部の４クラブと部を元気にしよう！
☆部内４クラブのメンバー・ファミリー・ユース中心の交流
☆一日キャンプ場で思う存分楽しく交流しましょう！！

５．その他の計画・特記事項

部長方針・活動計画
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部長方針・活動計画

６．部役員						     7．事業主査
役職 名前 所属クラブ

部長 橋崎恵子 姫路グローバル

次期部長 山本和夫 姫路

直前部長 福永君二 米子

書記 三宅　敬 姫路グローバル

会計 前田文夫 姫路グローバル

事務局長 三宅　敬 姫路グローバル

担当主事 八杉光春 姫路グローバル

監事 長壽和子 岡山

8. クラブ会長
クラブ名 会長名

姫路 坂田悦規

岡山 河田英正

姫路グローバル 魚住美保

米子 福永君二

事業 名前 所属クラブ

Ｙサ・ユース 三宅　敬 姫路グローバル

地域奉仕・環境 前田文夫 姫路グローバル

ＥＭＣ 魚住美保 姫路グローバル

国際・交流 橋崎恵子 姫路グローバル

メネット
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部長方針・活動計画

2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

西中国部部長　金子敏郎（広島）

１．部長主題

	 老いては子に従い、若き世代の感性で楽しもう！
　

２．活動方針

奉仕の質を上げ、認知度を高め
会員の充実感の高揚と
新規の仲間の増加を目指す。

３．活動計画

１）都市美化運動（Waste4Weeks）を充実させる。
　　準備段階として、美化して欲しい場所を募集する。（マスコミを利用する）
　　例／公園、川沿い、海岸沿いなどでるかも！ 
　　希望地をワイズとYMCA 関係者と一緒に美化活動。（マスコミの記事となる）
　　【効果】実際的に地域をきれいにでき、同時にワイズの名前を知らしめることができるようにする。
２）部報を少なくとも2ヶ月に 1 回は発行。

４．部行事予定

１）EMCシンポジウム
２）YYフォーラム開催
３）西中国部会　開催
４）ワイズデー行事実施（都市美化運動　Waste 4 Weeks）
５）新年合同例会
６）会員親睦ゴルフ競技大会

５．その他の計画・特記事項

　次年度の部長には、部長職は 7 月1日から始まっていることを伝えたい。
　また、主査の引き継ぎをしっかりしていきたい。
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６．部役員						     7．事業主査
役職 名前 所属

部長 金子敏郎 広島

次期部長 竹本豊治 呉

直前部長 高瀬稔彦 岩国みなみ

書記 今坂豊美 広島

会計 山本晶子 広島

事務局長

連絡主事 在原　健 広島

監事 渡辺悦司 呉

８．クラブ会長
クラブ名 会長名

広島 山下晴基

福山 上久保昭二

呉 伊藤　進

東広島 阿武朋子

岩国みなみ 河原善人

部長方針・活動計画

事業 名前 所属クラブ

Yサ・ユース 大塩隆太 岩国みなみ

地域奉仕・環境 上久保昭二 福山

EMC 阿武朋子 東広島

国際・交流 田中正海 呉

メネット
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2022 ～ 2023 部長方針・活動計画

九州部部長　今村　格（熊本）

１．部長主題

	 「熱意をもって、自クラブ活性化に貢献しよう。」

	 Let's contribute to activate your club with enthusiasm.

２．活動方針

　西日本区最大の課題であるＥＭＣ対策（特にドロップ防止）のためには、現有メンバーが例会やワイズの行事
を楽しみにする機運を高めることが必須であると思います。ワイズ活動を楽しんでいるメンバーは周りにその活動を
紹介し、その行動が周りを入会に誘うきっかけになる事が期待できます。
　その為に、各クラブのワイズ活動の基本である例会の充実を期すため、各クラブのドライバーの活動・役割を
見直すことを目的として「ドライバー委員会」を立ち上げ、まず各クラブの例会のあり方を再確認します。ドライバー
を置いていないクラブではその機能を果たしている人に参加してもらい、九州部 17クラブの例会の良いとこ取りを
してもらい例会の充実を目指します。
　あわせて、「楽しいワイズ」とするために、各クラブが実施しているウェルネス活動を紹介してもらい、これも九
州部全クラブで楽しいウェルネス活動実施の参考にしましょう。
　また、2022 ～ 2023 年度期は、九州部が理事輩出部となりますので、西日本区全体の活動についての参加
や特に西日本区大会への協力と積極参加が求められます。幸い、区大会は期最終盤のイベントですので、評議
会や部会を通して在熊クラブは勿論、九州部全クラブの支援の気運を高めるための声掛けを行います。

	

３．活動計画

① 理事輩出の部として、西日本区大会等の区事業への積極支援・参加
② Y サ・ユース事業
　YMCA 支援の再確認・YYYフォーラム（第 3 回評議会と併催）
　チャリティーラン・各センター祭・クリスマスイベント・年末募金等への積極参加と支援
③ 地域奉仕・環境事業
　各クラブが行っている支援活動の理念と状況を共有する
　SDGs の理解と活動計画
④ EMC 事業
　EMCシンポジウムの開催（第 1 回評議会と併催）
　MC 見直しで EMC 実現！！例会の進め方を部全体で協議するドライバー委員会を計画する。
　ウェルネス委員会
⑤ 国際・交流
　他クラブ例会への積極参加（対面・ZOOM）推奨による部内交流の活発化
　IBC・DBC 活動再開推奨による国内・国際交流の活発化
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４．部行事予定

2022 年 7 月 2日（土） 第 1 回評議会・ＥＭＣシンポジウム
2022 年 10 月 1日（土） 九州部部会・第 2 回評議会・ドライバー委員会
2022 年 11 月・12 月 YMCA インターナショナルチャリティラン（福岡・鹿児島・熊本）
2023 年 3 月 4日（土） 第 3 回評議会・YYY フォーラム
部を挙げて支援する行事
2023 年 6 月10日（土）・11日（日）西日本区大会　熊本城ホール

５．その他の計画・特記事項

　ZOOMを活用した「みんなで語ろう九州部」の継続により、ワイズ理解・SDGs 理解の場を持つ。

６．部役員					    　　7. 事業主査	
役職 名前 所属クラブ

部　　長 今村　格 熊本

次期部長

直前部長 森　律子 八代

書　　記 吉本貞一郎 熊本

会　　計 木山彫子 熊本

事務局長 米倉容子 熊本

担当主事 山田真二 熊本

監　　事 松永英明 鹿児島

8.クラブ会長
クラブ名 会長名 クラブ名 会長

長崎 桑原伸良 宮崎 小笠原英男

熊本 吉岡久美 熊本ひがし 馬場淑之

北九州 曽我部久 阿蘇 藤本義隆

福岡中央 大浦敬規 熊本にし 岩本悟

熊本ジェーンズ 山田芳之 熊本ネクサス －

八代 守田富男 熊本スピリット 上野修一

鹿児島 松永英明 熊本水前寺 山下和美

熊本むさし 来海恵子 熊本五福 岩本芳久

熊本みなみ 桑原純一郎

部長方針・活動計画

事業 名前 所属クラブ

Ｙサ・ユース 内村忠生 熊本みなみ

地域奉仕・環境 大村　豊 熊本

ＥＭＣ 仲井裕司 熊本ジェーンズ

国際・交流 布田　悟 熊本
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役員プロフィール 
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役員プロフィール

次期西日本区理事

未定
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役員プロフィール

直前

** **

**********

****

*** ****

*** ****

**** ****

             ******* ****

1
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役員プロフィール
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役員プロフィール 

** **

***** ** *

            ******

*** ****

*** ****

**** ****

              ******

** **

西日本区会計
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役員プロフィール 

** **

ATSUSHI 
**

**** **

0767 ** **** 

 090 **** **** 

              **********@gmail.com 

** **

Yサ・ユース事業主任
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役員プロフィール 

** **

***** * *

*******

*** ****

*** ****

**** ****

********* *****

         ** **

EMC事業主任
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役員プロフィール 

** **

**

***** ** *

*************** ☏ *** ****

*** ****

*** ****

**** ****

             **********

 

              ** **

国際・交流事業主任
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役員プロフィール 
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役員プロフィール 

** **

** *** *** **

** ****

**-****

**** ****

*************** ***

** **

びわこ部部長



2021 年度　次期会長・主査研修会

81

役員プロフィール
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役員プロフィール 
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役員プロフィール

** **

***

**** * ** **

**** ****

**** ****

             ********* ***

大阪土佐堀クラブ 大阪YMCA

** **

中西部部長
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役員プロフィール 
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役員プロフィール 
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役員プロフィール

広島YMCA



2021 年度　次期会長・主査研修会

87

役員プロフィール 
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役員プロフィール 
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役員プロフィール 
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役員プロフィール 

西日本区理事事務局長
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役員一覧

行政監事
ふるた　ひろかず
古田　裕和

次期理事

未　定

直前理事
あらやま  　けんじ  
新山　兼司

理事
たのうえ　ただし
田上　正

書記
うえむら　まちこ
上村 眞智子

会計
おおさき　たかよし
大﨑　隆義

Ｙサ・ユース事業主任
しみず　あつし
清水　淳

地域奉仕・環境事業主任
いとう　ふみのり
伊藤　文訓

ＥＭＣ事業主任
 つかもと　かつみ
塚本　勝己

国際・交流事業主任
お だ　　てつや
小田　哲也

理事事務局長
 さとう　  みちひこ
佐藤　通彦

　中部部長
やまうち　   みはる
山内　ミハル

びわこ部部長
はやし　ひろかず
林　宏一

京都部部長
いしくら　ひさし
石倉　尚

阪和部部長
 しょうの　ただゆき
正野　忠之

中西部部長
ふくしま　しんいち
福島　眞一

六甲部部長
わかばやし　しげゆき
若林　成幸

瀬戸山陰部部長
はしざき　けいこ
橋崎　恵子

西中国部部長
かねこ　としろう
金子　敏郎

九州部部長
いまむら　いたる
今村　格

2022～2023年度　西日本区役員

財政監事
とどころ　いわお
戸所　岩雄
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~2022 年度西日本区役員一覧

役臓 (次期) 師 ヲラ7 氏名 携帯 II-Hドレ1 干 |住所1 |住所2
常任世員 西日本巨理事 九州都 院本むさL 自上 正

常任世員 :x期理事

常任世員 直刷理事 京都部 京都トップス 斬山兼司

常任世員 書記 九州都 熊本ジェーノズ 上村轟智子

常任世員 会計 九州部 熊本むさL 大崎陸曹

事業主任 Yサユース 中部 とやま 清水 i車

事業主任 地域奉仕白理壇 びわζ部 長涯 研蕗文訓

事業主任 四IC 京都部 京都ウエスト 埋本時己

事業主任 国際・査斑 九州都 福岡中曳 小田哲也

部長 中部 中部 金沢 山肉ミハル

部長 びわζ部 びわζ部 産相 林宏ー

部長 京都部 京都部 京都キャピヲル 石倉尚

部長 阪和部 匝和部 大阪泉北 正野忠之

部長 中西部 中西部 大阪土住堀 福島虞ー

部長 六甲部 六甲部 宝塚 若林成幸

部長 調戸山陰部 車戸山陰部 姫路ゲローパル 橋崎車干

部長 西中国部 西中国部 広島 金子 融郎

部長 九州都 九州都 龍本 今村桔

監事 財政監事 びわζ部 産担ンヤ トー 戸所岩雄

監事 行政監事 京都部 京都トウーピー 古田祐和

理事事璃局 事務局長 九州都 梶本にL 住藤通産

理事事覇局 事輯局員 九州都 熊本ジェーノズ 前図書代干

理事事務局 事務局員 九州都 熊本にL 町田由華子

理事事璃局 事璃局員 九州都 臨本むさL 若杉圭子

理事事務局 事輯局員 九州都 院本むさL 枇吉睦

|大匝センテニアルクフブ西日本巨事器所 事輯所員 中西部 塩本千春

西日本巨事器所 事務所員 六甲部 神戸 中道京干

西日本E担当主事西日本匡担当主事 日本Y~A同盟協力主宰 先;j(尚生

加22/3/9

2021 

にo
b。
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ワ イ ズ 物 品 2 0 1 9

バ ッ ジ 各 種 スプーン・フォーク クリアファイル

マ グ カ ッ プ キャップ ネクタイ

楯  各 種 シール各種 メネットランチョン
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 品   名 価格(税別) 数  量 金  額
 会員バッジ 700
 クラブ会⾧バッジ       ＜銀製＞ 4,200
 クラブ副会⾧バッジ  1,500
 クラブ書記バッジ 1,500
 クラブ会計バッジ 1,500
 クラブ直前（元）会⾧バッジ ＜銀製＞ 4,200
 メネット会⾧バッジ 2,000
 メネット元会⾧バッジ <PAST> 2,000
 メネットバッジ 700

 メネットランチョンバッジ 500
 名刺   （用紙１００枚） 700
  名刺印刷（用紙１００枚込み） 2,600

 スプーン 600
 フォーク 600
 ワイズキャップ 2,000

 マグカップ    （７５Φ×９mm） 800
 クリアファイル  （１組４枚入り） 600
 ワイズシール各種（最小２００片） 300
  ネクタイ 3,000

 盾（ギャベルシールド）30mm×21mm 15,000
 盾 角【大】   21mm×16mm 7,000
 盾 角【小】     15mm×11mm 6,000
 盾 丸               22mm×17mm 8,000
 ギャベル・盾・プレート彫刻 (一文字） 20
 表彰用紙 100

 万国旗フラッグセット(海外輸入のため変動あり） 55,000
 ランチョンベル 70,000

   クラブ名:                         

     氏名:                 ＴＥＬ:

     住所:〒

ワイズ物品〖注文シート〗 2019

物品係～（株）斉藤工芸 村杉克己(東京北クラブ）

ＦＡＸ03-3841-5873 ＴＥＬ03-3841-5846

 e-mall:saikou@jcom.home.ne.jp



2021年度次期会長 。主査研修会

いざ立て (ワイ ズソング)

1 いさ守立て 心あフくし

手を挙げ誓いあらたに

われらの モットー守る

ふさわし その名ワイズメン

絶えせず めあて望み

との身を 捧げ尽くさん

2 歌えば 心ひとつに

ともがき 広がり行きて

遠きも 近きも皆

捧げて 立つやワイズメン

栄えと 誉れ豊か

まことは胸にあふれん

YMCAの歌

1. 若人の あっきいのりは 百年の歴史をつづる

とこしえの のぞ、みにもえて さかえあり

YMCA われらまた こぞりて起たん

2 開拓の みむねかしこみ 福音のみ旗は進む

地のはての国々までも ひかりあり

YMCA われらまた 勇みて行かん

3. 民族の へだてとりきり 手をつなぎーっとなりぬ

もろともに 心合わせて みのりあり

YMCA われらまた 誓いて勝たん




